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政
府
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価
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と
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の
生
活

投
下
労
働
時
間
と
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高
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価
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は
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農
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米
価
と
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の
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反
・
転
作
政
策
と
ア
メ
リ
カ
の
食
糧
戦
略

食
糧
自
給
へ
の
途
と
「
平
壌
宣
言
」

戦
後
ア
メ
リ
カ
農
業
と
日
本
の
米
価
問
題

井

上

周

八



戦
後
ア
メ
リ
カ
農
業
と
日
本
の
米
価
問
題

は
じ
め
巳

『
日
本
農
業
年
鑑
』
(
家
の
光
協
会
)
の
八
二
年
度
版
は
、
特
集
ー
と
し
て
「
世
界
の
食
糧
戦
略
と
日
本
」
、
特
集
E
と
し
て
「
農
基
法
農

政
二

O
年
」
を
掲
載
し
て
い
る
。
こ
の
と
こ
ろ
ア
メ
リ
カ
の
食
糧
戦
略
に
関
連
し
て
多
く
の
労
作
が
発
表
さ
れ
、
第
二
一
の
武
器
と
し
て
の

食
糧
の
も
つ
意
味
の
重
大
さ
が
認
識
さ
れ
つ
つ
あ
り
、
ま
た
、
農
業
基
本
法
が
一
九
六
一
年
に
制
定
施
行
さ
れ
て
か
ら
二

O
年
目
を
迎
え

た
と
い
う
点
か
ら
み
て
、
こ
の
二
つ
を
特
集
と
し
た
こ
と
は
、
内
容
は
と
も
か
く
そ
の
意
義
は
大
き
い
。

昨
一
九
八
一
年
は
農
業
基
本
法
が
制
定
・
施
行
さ
れ
て
か
ら
二

O
年
目
に
あ
た
る
。
ま
た
ニ
ク
ソ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
(
金
・
ド
ル
交
換
停
止

声
明
〉
が
一
九
七
一
年
で
め
り
、

第
一
次
オ
イ
ル
・
シ
ョ
ッ
ク
が
一
九
七
三
年
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
ら
戦
後
資
本
主
義
体
制
の
新
た
な
情

況
と
、
そ
の
な
か
で
の
日
本
の
経
済
の
高
度
経
済
成
長
の
破
綻
か
ら
数
え
て
も
ほ
ぼ
一

O
年
を
経
過
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
内
外
情
勢
の

変
化
に
対
応
す
る
た
め
、
農
政
審
議
会
は
一
年
余
を
か
け
て
、

一
九
八

O
年
十
月
、
七
章
か
ら
な
る
「
八

0
年
代
の
農
政
の
基
本
方
向
」

と
一
九
九

0
年
度
を
目
標
年
次
と
し
た
「
農
産
物
の
需
要
と
生
産
の
長
期
見
通
し
」
を
答
申
し
た
。
こ
の
答
申
は
一
般
に
、
農
業
基
本
法

制
定
後
の
わ
が
国
の
農
基
法
農
政
に
対
す
る
本
格
的
な
見
直
し
作
業
と
目
さ
れ
、
各
界
の
反
響
を
呼
ん
だ
。
す
な
わ
ち
こ
の
「
基
本
方

向
」
の
な
か
で
「
日
本
型
食
生
活
の
形
成
と
定
着
」
と
並
ん
で
「
食
料
の
安
全
保
障
」
が
政
府
の
公
式
文
書
の
な
か
で
は
じ
め
て
提
起
さ

れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ

0
年
間
に
わ
た
る
わ
が
国
農
政
と
そ
の
結
果
と
し
て
の
変
化
に
は
巨
大
な
も
の
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
い
く
つ
か

を
み
る
と
以
下
の
如
く
で
あ
る
。

ま
ず
農
家
一
戸
数
は
一
九
六

0
年
度
の
六

O
六
万
一
戸
か
ら
一
九
八
一
年
一
月
一
日
現
在
の
四
六
六
万
戸
に
減
少
し
て
い
る
。
実
に
一
四

O

万
戸
が
減
っ
た
の
で
あ
る
。



専
兼
別
に
み
る
と
、

一
九
六

O
年
の
専
業
農
家
三
四
・
三
M
m

対
兼
業
農
家
六
五
・
七
M
m

ハ
う
ち
第
一
種
兼
業
三
一
ニ
・
七
M
m

、
第
二
種
兼
業
三

二
%
)
が
、
専
業
農
業
一
コ
了
四
%
対
兼
業
農
業
八
六
・
六
M

m

(

う
ち
第
一
種
兼
業
一
二
・
五
第
、
第
二
種
兼
業
六
五
・
一
%
)
と
兼
業
と
く
に

第
二
種
兼
業
農
家
が
増
大
し
て
い
る
。

農
業
就
業
人
口
(
主
と
し
て
自
家
農
業
に
従
事
し
た
者
〉
は
一
二

O
O万
人
か
ら
六
六
八
万
五

C
O
O人
(
一
九
八
一
年
一
月
一
日
現
在
)

へ
と
減
少
し
、
総
就
業
人
口
に
占
め
る
割
合
も
ニ
七
%
か
ら
一
一
労
に
減
っ
た
。

農
家
人
口
の
変
化
を
み
る
と
、
農
林
水
産
省
「
農
業
調
査
」
に
よ
れ
ば
一
九
八
一
年
一
月
一
日
現
在
の
わ
が
国
の
農
家
人
口
は
一
二
三

三
万
九

C
C
O人
で
、
七
九
年
に
比
べ
て
六
一
万
七

C
O百
人
っ
て
八
%
、
年
率
了
四
M
m
)

減
少
し
、

二
O
年
前
の
農
家
人
口
三
四
四

七
万
人
と
比
較
す
る
と
実
に
三
分
の
ご
以
下
に
減
少
し
て
い
る
。

総
人
口
に
占
め
る
農
家
人
口
の
割
合
は
ど
う
か
。
農
家
世
帯
も
含
ん
だ
わ
が
国
の
総
人
口
は
別
表
の
よ
う
に
年
々
一
泌
程
度
増
加
し
て

お
り
、
五
五
年
一

O
月
一
日
現
在
の
国
勢
調
査
結
果
(
速
報
)
に
よ
る
総
人
口
は
一
億
一
六
九
二
万
人
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
総
人
口
に

占
め
る
農
家
人
口
の
割
合
は
一
八
・
三
M

m

(

七
九
年
が
一
九
・
一
即
効
)
で
あ
る
。

そ
し
て
農
家
人
口
の
一
六
労
は
六
五
歳
以
上
で
あ
り
、
総

人
口
に
お
け
る
六
五
歳
以
上
の
人
口
割
合
が
九
%
な
の
で
、
ぞ
れ
を
か
な
り
上
回
っ
て
い
る
。

ま
た
、
農
家
子
弟
の
新
規
学
卒
農
業
就
業
者
数
は
一
三
万
人
弱
か
ら
約
六

0
0
0人
(
一
九
八
O
年
)
に
ま
で
激
減
し
た
。

農
業
後
継

者
問
題
の
深
刻
さ
を
浮
き
彫
り
に
し
て
い
る
。

し
か
し
三
四
歳
以
下
の
男
子
若
年
層
の
他
産
業
へ
の
流
出
は
七
二
年

i
七
三
年
の
四
万
八

0
0
0人
か
ら
七
五
年
以
降
約
二
万
人
と
激

減
し
、
こ
れ
に
対
し
農
業
へ
の
流
入
は
約
二
万
人
と
ほ
ぼ
一
定
を
保
っ
て
い
る
。
最
近
の
傾
向
と
し
て
、
学
校
卒
業
後
た
だ
ち
に
就
農
せ

一
時
期
他
産
業
に
就
業
す
る
が
、
親
の
老
齢
化
で
就
農
す
る
若
者
が
上
層
農
家
を
中
心
に
み
ら
れ
、
こ
れ
ら
の
若
者
は
農
業
経
営
に

ず

戦
後
ア
メ
リ
カ
農
業
と
日
本
の
米
価
問
題
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農家人口の動向(全国〕

農家人口 総人口(全世帯〉総人口に

告f合占める農

実数|塁塁| 実数I年増 減率割家合人口の 全世帯

45年 2，659 "'2.7 1.1 25.9 11. 7 7.1 

50 2，320 ム2.7 4. 681 11， 057 1.2 21. 0 13.7 7.9 

51 2，290 <>1. 3 4. 681 11， 193 1.2 20.5 13.8 7.9 

52 2，255 <>1. 5 4.66 11，309 1.0 19.9 14.3 8. 1 

53 2，223 A1. 4 4.64 11，415 0.9 19.5 14.7 8.4 

54 2，196 <>1. 3 4.62 11，517 0.9 19.1 15.1 8.6 

56 2，134 ム1.4 4.62 11，706 1.6 18.3 15.8 9.0 

表9

〔備考J 1)農家人口は，農林水産省「農林業センサスJ(45，50年〉および「農業調査J(51 

-54年による。 2)総人口は総理府統計局による前年10月1日現在の推計人口であ

る。ただし， 51年および56年は国勢調査結果による。 ω45，50年および56年の増

減年率は，それぞれ， 40， 45年および45年に対する5か年間または2か年間の噂

減率を年率換算したものである。

四

(~日本農業年鑑~ 82年度版， 182ページ〉

積
極
性
が
あ
り
、
将
来
の
中
核
的
担
い
手
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
。

次
に
農
地
面
積
の
変
化
を
み
る
と
、
農
地
面
積
は
二

O
年
前
の
六

C

七
ヘ
ク
タ
ー
ル
か
ら
五
四
六
・
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
へ
(
国
土
面
積
の
約
一
五

Mm〉
へ
と
、
約
六

O
一
刀
ヘ
ク
タ
ー
ル
も
減
少
し
、

耕
地
利
用
率
も

四
汚
か
ら
一

O
ニ
・
四
%
(
一
九
七
九
年
)
に
低
下
を
み
せ
て
い
る
。

農
業
へ
の
固
定
資
本
投
資
は
約
三
、

0
0
0億
円
か
ら
三
兆
五
、
。

0
0億
円
余
ま
で
一

O
倍
余
に
増
え
た
が
、
園
内
総
固
定
資
本
形
成
に

占
め
る
割
合
は
六
・
六
銘
か
ら
五
・

O
M
m
に
低
下
し
た
。

農
業
総
産
出
額
は
一
兆
八
、

0
0
0億
円
か
ら
一

O
兆
七
、

0
0
0

億
円
余
ま
で
増
大
し
た
が
、
園
内
純
生
産
に
占
め
る
農
業
純
生
産
の
割

合
は
八
・
八

Mm
か
ら
っ
て
四
形
に
ま
で
低
落
し
た
。

全
国
農
家
一
戸
当
た
り
平
均
で
農
家
経
済
の
内
容
を
み
る
と
、
農
業

所
得
依
存
度
は
五

0
・
二
勿
か
ら
二
六
・
六
%
へ
減
少
し
た
。
ち
な
み

に
一
九
七
九
年
度
の
転
作
等
実
施
農
家
の
一
戸
当
た
り
の
農
業
所
得
は

一二

O
万
四
六

O
O円
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
家
計
費
充
足
率
は
六
一

-一
w
汚
か
ら
三

0
・
七

Mm
へ
と
こ
れ
ま
た
大
幅
な
低
下
を
示
し
て
い

る
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題

ム

ノ、

他
方
、
農
産
物
輸
入
額
(
綿
、
羊
毛
、
天
然
ゴ
ム
を
除
く
)
は
八
・
八
億
ド
ル
余
か
ら
一
一
三
億
ド
ル
へ
増
大
し
た
。

こ
の
た
め
食
用
農

産
物
の
総
合
自
給
率
(
価
格
べ

l
ス
〉
は
九

O
妬
か
ら
七
三
M

m

(

七
九
年
度
)

ハ
1
)

(
同
上
)
へ
と
大
幅
に
低
落
し
た
。

へ
、
穀
物
自
給
率
(
重
量
べ

i
ス
)
は
八
三
M
m

か

ら

三

三

%

以
上
、
要
す
る
に
こ
の
二

0
年
間
、
日
本
農
業
は
一
貫
し
て
衰
退
化
傾
向
を
み
せ
て
い
る
が
、
そ
の
原
因
と
し
て
は
後
述
の
よ
う
な
ア

メ
リ
カ
の
食
糧
戦
略
と
こ
れ
を
支
持
す
る
自
民
党
農
政
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

ハ
1
)

農
林
水
産
省
公
表
の
食
用
農
産
物
「
総
合
自
給
率
七
四
%
」
と
い
う
の
は
、
館
料
輸
入
を
除
外
し
て
い
る
数
字
で
あ
り
、
実
質
的
な
食
料
自
給

率
を
正
確
に
示
し
て
い
な
い
e

一
九
七
三
年
度
の
農
業
白
書
で
、
当
時
の
農
林
省
は
、
は
じ
め
て
「
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
カ
ロ
リ
ー
計
算
法
」
に
よ
っ
て
食
糧
自
給
率
を
算
定
し
た

が
、
そ
れ
は
そ
の
年
の
食
用
農
産
物
総
合
自
給
率
七
三
百
均
三
九
七
二
年
度
)
よ
り
二
O
w
m
も
低
い
五
三
%
で
あ
っ
た
。
こ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
カ
ロ

リ
ー
に
よ
る
計
算
と
は
、
各
種
の
食
用
農
産
物
を
す
べ
て
そ
の
熱
量
(
カ
ロ
リ
ー
数
)
で
計
算
し
た
も
の
で
、
畜
産
物
の
熱
量
も
そ
の
生
産
に
つ
か

わ
れ
た
エ
サ
の
熱
量
に
換
算
し
、
こ
れ
ら
を
総
合
計
し
て
自
給
率
を
算
定
す
る
方
法
で
あ
る
。
こ
の
方
法
は
、
い
ろ
い
ろ
な
仮
定
を
も
う
け
て
カ
ロ

リ
ー
計
算
を
し
て
い
る
の
で
、
科
学
的
な
自
給
率
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
点
も
あ
る
が
、
し
か
し
家
畜
飼
料
を
除
外
し
た
食
用
農
産
物
の
「
総
合
自

給
率
」
よ
り
は
、
は
る
か
に
正
確
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

政
府
買
入
れ
価
格
と
農
民
の
生
活

一
t
二
等
平
均
、
包
装
込
み
で
一
俵
(
六

0
キ
ロ
)
あ
た
り

一
万
七
千
七
百
五
十
六
円
と
決
定
さ
れ
た
。
対
前
年
度
で
一
俵
に
つ
き
八
二
円
の
引
上
げ
で
あ
り
、
事
実
上
の
切
り
下
げ
で
あ
る
。
そ
こ

昭
和
五
六
年
産
の
生
産
者
米
価
は
、
七
月
十
八
日
、
う
る
ち
て
t
五
類
、

で
ま
ず
こ
の
生
産
者
米
価
で
、
米
作
農
民
の
暮
ら
し
は
ど
う
な
る
の
か
を
検
討
し
よ
う
。
こ
の
米
価
で
農
民
は
、
た
と
え
ば
勤
労
者
な
み

の
生
活
を
す
る
こ
と
が
可
能
か
。
不
可
能
な
ら
ど
の
く
ら
い
の
米
価
が
必
要
か
。
米
価
と
耕
地
面
積
の
関
係
は
ど
う
か
。
投
下
労
働
時
間



の
面
か
ら
み
て
、
農
民
と
勤
労
者
を
く
ら
べ
て
ど
の
よ
う
な
問
題
が
あ
る
の
か
。

い
ま
計
算
を
簡
単
に
す
る
た
め
、
生
産
者
米
価
を
一
俵
一
万
七
千
八
百
円
と
し
、

一
戸
あ
た
り
の
水
田
面
積
を
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
し
、

水
田
の
み
を
経
営
し
て
い
る
農
家
を
想
定
す
る
。
こ
の
場
合
の
農
業
所
得
(
米
作
収
入
〉
は
ど
の
く
ら
い
に
な
る
の
か
。

五
六
年
度
の
全
国
平
均
収
穫
は
一

0
ア
ー
ル
(
約
一
反
)
あ
た
り
八
・
一
俵
(
四
八
0
キ
ロ
強
)
な
の
で
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
(
約
一
町
)
あ
た

り
の
収
穫
は
八
一
俵
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
粗
収
益
は
百
四
十
四
万
一
千
八
百
円
と
な
る
。

こ
の
粗
収
益
の
な
か
の
物
件
賓
と
人
件
費
の
比
率
を
一
ニ

O
対
七

O
と
す
る
と
、
農
業
所
得
は
人
件
費
部
分
で
あ
る
と
考
え
、
年
間
百
万

九
千
二
百
六
十
円
と
な
り
、
月
収
に
し
て
約
八
万
四
千
円
と
な
る
。
で
は
な
ぜ
物
件
費
と
人
件
費
の
比
率
を
三

O
対
七

C
と
し
、
か
つ
人

件
費
を
農
業
所
得
と
す
る
の
か
。

例
え
ば
昭
和
五
十
年
産
米
の
農
林
省
統
計
調
査
部
の
米
生
産
費
で
み
る
と
、

一
0
ア
ー
ル
あ
た
り
物
財
費
四
万
一
千
六
百
七
十
二
円
、

労
働
費
十
万
三
千
九
十
円
、
利
子
・
地
代
な
ど
二
万
四
千
五
百
二
十
八
円
で
、
労
働
費
と
利
子
・
地
代
の
合
計
は
十
一
一
万
七
千
六
百
十
八

円
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
物
件
費
と
人
件
費
の
比
率
は
こ
四
対
七
六
と
な
っ
て
い
る
。

全
日
農
の
昭
和
五
二
年
産
米
の
生
産
費
算
定
に
よ
る
と
、

一
0
ア
ー
ル
あ
た
り
の
物
財
費
の
総
計
が
五
万
七
千
七
百
八
十
六
円
、
労
働

費
が
十
三
万
五
千
一
百
八
十
二
円
、
租
税
公
課
請
負
担
・
資
本
利
子
・
小
作
料
の
小
計
が
二
万
四
百
三
十
二
円
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
物

件
費
対
労
働
費
そ
の
他
の
比
率
は
二
七
対
七
三
と
な
る
。

と
こ
ろ
で
マ
ル
ク
ス
経
済
学
は
資
本
制
商
品
の
価
値
は
、
本
質
的
に
は
不
変
資
本

(
C
〉
プ
ラ
ス
可
変
資
本
ハ
V
〉
プ
ラ
ス
剰
余
価
値

(

M

)

に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
、
と
し
て
い
る
。
不
変
資
本

(
C
〉
と
は
生
産
手
段
を
資
本
家
が
そ
の
価
値
通
り
に
購
入
し
た
も
の

で
あ
り
、
可
変
資
本
と
は
労
働
力
商
品
を
資
本
家
が
そ
の
価
値
通
り
に
購
入
し
た
も
の
で
あ
り
、

剰
余
価
値

(
M
〉
と
は
こ
の
労
働
力
商

戦
後
ア
メ
リ
カ
農
業
と
日
本
の
米
価
問
題

七
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品
が
、
そ
の
労
働
力
商
品
の
価
値
以
上
に
創
り
出
し
た
価
値
を
指
す
の
で
あ
り
、
利
潤
、
利
子
、
地
代
な
ど
は
、
こ
の
剰
余
価
値
が
資
本

制
社
会
で
と
る
現
象
形
態
に
他
な
ら
な
い
と
マ
ル
ク
ス
は
教
え
て
い
る
。
し
か
し
日
本
の
農
産
物
は
、
資
本
家
の
生
産
物
で
は
な
く
、

般
的
に
は
家
族
労
働
力
を
充
用
し
、
自
己
の
生
産
手
段
と
自
己
所
有
の
土
地
で
生
産
す
る
生
産
物
で
あ
り
、

つ
ま
り
独
立
小
農
民
の
生
産

物
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
厳
密
に
い
え
ば
、
日
本
の
農
民
の
生
産
物
、
た
と
え
ば
米
に
し
て
も
、
そ
の
価
値
構
成
を

C
+
V
+
M
と
し
て

表
示
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
し
、
そ
も
そ
も
独
占
資
本
主
義
社
会
で
購
入
す
る
C
部
分
や
さ
ら
に
は
V
部
分
を
価
格
と
し
て
で
は
な
く
価

値
と
し
て
表
示
す
る
こ
と
は
厳
密
に
は
不
可
能
で
あ
る
。
だ
か
ら
日
本
の
米
価
の
内
容
を
C
十

V
十

M
と
し
て
把
握
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
C
+
V
十

M
の
概
念
を
利
用
し
よ
う
と
す
る
の
は
、
農
民
の
生
産
物
を
資
本
の
生
産
物
に
類
推

-
擬
制
し
て
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
生
産
手
段
の
価
格
に
は
独
占
利
潤
や
税
金
が
含
ま
れ
て
お
り
さ
ら
に
は
政
府
の
補
助
金
す
ら
含
ま
れ
て
い
る
場
合
も
あ
っ

て
、
決
し
て
不
変
資
本
(

C

)

の
価
値
と
一
致
す
る
こ
と
は
な
い
し
、

ま
た
賃
金
も
労
働
力
の
価
値
(

V

)

を
示
す
も
の
で
は
な
く
、

通

市
日
本
の
場
合
は

V
以
下
で
あ
り
、
農
産
物
が
有
利
な
場
合
に
の
み

V
以
上
の
場
合
も
あ
り
う
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。
ま
た
利
子

や
地
代
な
ど
の
第
二
次
生
産
費
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
項
目
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
が
労
働
力
の
価
値
以
上
の
価
値
、

つ
ま
り
剰
余
価
値

を
表
現
す
る
も
の
で
な
い
場
合
が
通
常
で
あ
り
、
た
だ
農
産
物
の
価
格
が
有
利
な
場
合
に
の
み
、
本
来
の
剰
余
価
値
部
分
に
相
当
す
る
こ

つ
ま
り
名
目
的
に
の
み
賃
金
と
か
利
子
と
か
地
代
と
い
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
実
際
は
労
働
力
の
価
値
以
下

と
が
あ
る
に
過
ぎ
な
い
。

の
賃
金
で
あ
り
、
利
子
や
地
代
も
労
賃
か
ら
の
控
除
分
が
利
子
や
地
代
の
形
態
を
と
っ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
の
が
、
日
本
の
小
農

生
産
物
の
通
常
的
在
り
方
な
の
で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
す
べ
て
の
商
品
に
は
「
純
粋
の
流
通
費
」
な
ど
も
加
え
ら
れ
て
価
格
が
き
ま
る
の
で
、
し
た
が
っ
て
、
価
値
段
階
で
物
件
費



を
不
変
資
本
(

C

)

と
し
て
表
現
し
労
働
費
を
可
変
資
本
〈
V
〉
と
し
て
表
現
し
、
さ
ら
に
利
子
、
地
代
、
制
何
人
担
認
を
剰
余
価
値
(

M

U

と
し

て
表
現
す
る
の
は
、
あ
く
ま
で
も
類
推
・
擬
制
上
の
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

も
う
一
つ
こ
の
ほ
か
に
不
変
資
本
(

C

)

を
物
件
費
と
し
、

可
変
資
本

(
V
〉
を
労
働
費
と
し
、

さ
ら
に
こ
の
労
働
費
と
利
子
、

地

代
、
税
金
を
加
え
た
も
の
を
人
件
費
と
す
る
意
味
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
利
子
、
地
代
、
税
金
な
ど
の
諸
部
分
は
、
剰
余
価
値
を
そ
の
実

体
と
し
て
お
り
、
こ
の
剰
余
価
値
は
農
民
の
剰
余
労
働
の
価
値
的
表
現
で
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、

V
部
分
と

M
部
分
が
人
間
労
働
を
実

体
と
し
て
い
る
と
い
う
意
味
で
人
件
費
と
し
て
括
っ
た
の
で
あ
る
。
以
上
の
こ
と
を
念
頭
に
お
い
て
以
下
米
生
産
費
の
内
容
を
検
討
し
ょ

、
叶
ノ
。

農
林
水
産
省
「
米
生
産
費
調
査
」
の
昭
和
五
五
年
産
米
の
米
生
産
費
概
要
(
別
表
照
参
〉
で
は
、
物
件
費

(
C
〉
は
一

0
ア
ー
ル
当
た
り

七
万
五
千
六
百
七
十
四
円
、
人
件
費
は
、
労
働
費
が
五
万
二
千
六
百
八
十
一
円
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
に
資
本
利
子
七
千
四
百
二
十
五
円

と
地
代
二
万
七
千
四
百
八
十
九
円
の
合
計
三
万
四
千
九
百
十
四
円
を
加
え
る
と
、
人
件
費
の
総
計
は
八
万
七
千
五
百
九
十
五
円
と
な
り
、

四
六
C
対
五
四

(
V
十

M
)
と
な
る
。
但
し
、
こ
と
で
は
、
副
産
物
価
値
は
除
外
し
て
お
い
た
。

と
い
う
の
は

C
対
〈
V
十

M
〉
の
比
率
を

考
え
る
場
合
に
は
影
響
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
五
五
年
産
米
で
注
意
す
べ
き
点
は
、

一
0
ア
ー
ル
当
た
り
の
第
二
次
生
産
費
は
十
五
万
八
千
三
十
五
円
〈
対
前
年
比
六
・
二
Mm
増
)

で
あ
り
、
六

0
キ
ロ
当
た
り
で
は
一
万
九
千
三
百
九
十
一
円
(
同
十
二
・
二
%
増
)
で
あ
る
が
、
六

0
キ
ロ
当
た
り
の
生
産
費
の
上
昇
率
が

一
0
ア
ー
ル
当
た
り
の
そ
れ
を
上
回
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
冷
害
な
ど
に
よ
っ
て
一

0
ア
ー
ル
当
た
り
の
収
量
が
四
百
八
十

九
キ
ロ
と
前
年
の
五
百
十
六
キ
ロ
を
下
回
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
水
田
利
用
再
編
対
策
に
よ
っ
て
一
戸
当
た
り
の
水
稲
作
付
面
積
が
四

-
一
劣
減
少
し
た
た
め
、

一
0
ア
ー
ル
当
た
り
の
農
機
具
類
の
償
却
費
が
増
大
し
た
。

戦
後
ア
メ
リ
カ
農
業
と
日
本
の
米
価
問
題

九
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%) 

55年産
対前年比

|構成比

種 苗 費 2，553 2.0 6.4 

~E 料 費 9，464 7.4 2. 1 

農 業 薬 弗リ 費 6，082 4.7 9.8 

光 窓L 動 力 費 3，719 2.9 27.7 

その他の諸材料費 1，975 1.5 10.6 

土地改良および水利費 4，995 3.9 13.7 

10 賃借料および料金
6，843 5.3 2.6 

a 建物および土地改良設備費 3，779 2.9 8.3 
当

<償却費> 3，222 2.5 8.3 
た
り 農 機 具 費 36，242 28.2 13.2 
。〉

<償却費> 33，486 26.1 13.3 
生

産費
畜 カ 費 2 0.0 "33.3 

労 働 費 52，681 41.0 2.6 

く家 族> 51，487 40.1 3.1 

費 用 メ口」 計 128，335 100.0 7.1 

高リ 産 物 価 額 5，214 11. 7 

資 本 利 子 7，425 7.0 

地 代 27，489 3.0 

第 2 次生産費 158，035 6.2 

60勾当たり第1次生産費 12.9 

60惚当たり第2次生産費 19，391 12.2 

10 a当た り収量 489惚 A 5.2 

収 10 a当た り所得 73，885 A 9.8 

性等益
1日当たり家族労働報酬 4，972 ム13.4

10 a当たり労働時間 64.4時間 " 7.2 

1戸当たり作付面積 80.3 a A 4.11 

〈単位:円

昭和55年産米生産費の概要

。(~日本農業年鑑~ 82年度版， 218ページ〉

農林水産省「米生産費調査」による。〔備考〕



昭和55年産生産者価格算定表

(10アール当り:円〉

費 呂 額

種 苗 費 2，624 
日巴 料 費 11，138 

物
農 業 薬 m 費 6，340 
光 主或 動 力 費 2，992 
その他諸材料費 2，030 

財 土地改良および水利費 4，043 
建物おび土地改良設備費 3，735 
農 具 費 40，272 

費 畜 力 費 。
賃借料及び料金 6，305 
(1) 計 79，479 

労 家 族 労 働 費 172，919 
働 雇 用 労 働 費 5，349 
費 (2) 計 178，268 

物件税及び公課諸負担! 1，745 
資 本 利 子 16，109 
地 代 18，044 
(3) 計 35，898 

(1)+(2)十 (3計〉 i! 293，645 

10アール当たり収量 469kg 

150キログラム当り正味 93，900 

cw農民新聞』昭和55年 6月5日〉

収
益
性
に
つ
い
て
も
、

。

ア
ー
ル
当
た
り
の
所
得
は
七
万

千
八
百
八
十
五
円
で
前
年
を

九
・
八
%
(
八
千
三
十
九
円
)
下

回
り
、

ま
た
一
日
(
八
時
間
)

当
た
り
の
家
族
労
働
報
酬
も
四

千
九
百
七
十
ニ
円
と
、
前
年
を

十
三
了
四
労
(
七
百
七
十
円
)
下

回
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
も
拘
ら

分
が
相
対
的
に
増
加
し
、
物
件
費
部
分
が
減
少
し
て
い
る
と
い
う
結
果
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
五
五
年
の
政
府
米
価
は
農
機
具
、

ず
、
米
価
の
な
か
の
人
件
費
部

農
薬
、
肥
料
等
の
生
産
手
段
日
物
件
費
の
占
め
る
比
重
の
増
加
、
六

0
キ
ロ
当
た
り
投
下
労
働
時
間
の
減
少
と
、
さ
ら
に
一
時
間
当
り
の
労

働
報
酬
の
相
対
的
に
前
年
度
よ
り
低
い
評
価
に
よ
っ
て
物
件
費
部
分
の
比
重
の
増
大
を
示
し
て
い
る
が
、
し
か
し
こ
れ
は
政
府
の
米
価
算

定
方
式
上
そ
う
な
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
現
実
の
米
価
の
な
か
の
人
費
件
と
物
件
費
の
比
率
を
正
し
く
示
し
て
い
る
も
の
で
は
な
い
。

で
は
全
日
農
に
よ
る
昭
和
五
五
年
産
米
の
要
求
米
価
で
は
人
件
費
と
物
件
費
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

「
生
産
費
・
所
得
補

全
日
農
の
昭
和
五
五
年
産
米
生
産
者
価
格
(
要
求
米
価
)
は
、

そ
れ
ま
で
通
り
の
入

O
M
バ
ル
ク
ラ
イ
ン
に
よ
る

戦
後
ア
メ
リ
カ
農
業
と
日
本
の
米
価
問
題

六
0
キ
ロ
(
一
俵
〉
当
た
り
正
味
三
万
七
千
五
百
六
十
円
で
あ

償
方
式
」
で
、
別
表
の
よ
う
に
一
五

0
キ
ロ
当
た
り
九
万
一
一
一
千
九
百
円
、



戦
後
ア
メ
リ
カ
農
業
と
日
本
の
米
価
問
題

っ
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
一

0
ア
ー
ル
当
た
り
の
物
件
費
は
七
万
九
千
四
百
七
十
九
円
、
労
働
費
は
十
七
万
八
千
二
百
六
十
八
円
、
税
、
h
h

本
利
子
、
地
代
の
計
は
三
万
五
千
八
百
九
十
八
円
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
二
七
C
十
七
三

(
V
十

M
〉
と
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
全
日
農
の
昭
和
五
六
年
産
の
要
求
米
価
を
み
る
と
、
別
表
の
よ
う
に
、

一
0
ア
ー
ル
あ
た
り
の
物
件
費
は
九
万
二
百
七
十

円
、
労
働
費
は
十
八
万
三
千
三
百
七
十
八
円
、
税
・
資
本
利
子
・
地
代
の
小
計
は
四
万
七
百
八
十
二
円
で
あ
り
、
労
働
費
と
そ
の
他
の
部

分
の
比
率
は
二
八
対
七
二
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
年
の
全
日
農
要
求
米
価
は
従
来
週
り
の
算
定
方
式
に
よ
っ
て
、

六
0
キ
ロ
土
俵
〉
あ
た
り

E
味
三
万
九
千
七
百
八
十
円
で
あ
っ

た。
そ
こ
で
機
械
化
貧
乏
と
い
わ
れ
る
農
機
具
の
負
担
を
考
麗
し
て
、
物
件
費
を
一
ニ

O
Mと
す
る
と
、
七

O
M
mが
V
と
M
に
相
当
す
る
も
の

と
み
よ
う
。
さ
さ
に
ふ
れ
た
昭
和
五
六
年
度
生
産
者
米
価
を
一
万
七
千
八
百
円
と
み
て
、

一
ヘ
ク
タ
ー
ル
八
一
俵
と
す
る
と
、
農
業
粗
収

益
は
百
四
十
四
万
一
千
八
百
円
で
あ
り
、
農
業
所
得
は
百
九
万
九
千
二
百
六
十
円
、
月
収
に
し
て
約
八
万
四
千
百
円
で
あ
る
。
こ
れ
は
五

六
年
度
大
学
卒
業
生
の
初
任
給
十
二
万
円
を
は
る
か
に
下
回
る
金
額
で
あ
る
。

投
下
労
働
時
間
と
米
価

し
か
し
、
次
の
疑
問
が
起
ろ
う
。
そ
れ
は
都
市
の
勤
労
者
の
労
働
時
間
と
米
作
に
投
下
さ
れ
た
労
働
時
間
の
関
係
は
ど
う
か
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

一
般
に
数
年
前
ま
で
は
、
日
曜
、
土
曜
、
有
給
休
暇
の
合
計
を
一
年
で
百
日
と
み
、
賃
金
労
働
者
の
出
勤
日
数
は
午
間
二
百
六
十
五
日

と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
週
休
二
日
制
の
普
及
に
よ
っ
て
労
働
日
数
は
現
在
は
相
当
す
く
な
く
な
り
、
木
村
経
済
研
究
所
の
広
沢
賢
一
氏
の



(10アール当り/内〕

費 目|
にグ」 種 筒 費 3，131
間よラ の

和五るム当 価産者米生 肥 料 費 11，981 
十主り 物農業薬剤費 7，009
六善 光熱動力費以4

葉年 お正蓮 の その他諸材料費 2，232 
σコ 味四喜ぇ計試算 材 土地改良および水利費 4，268 

産者価格 震 建物および土地改良設備 4，575 
三四つぎ 農 具 費 45，838
九一 0の費畜 力 費 35 

をぜ!、、、と

八己七 O 七ぉ 賃料料金 7，958
0 に八 O 八り 計
バよ 000円 で (1) I 9，0271 
セl算り 円とある労家族労働費 176，843
i日芋} 3『v、 働雇用労働費 5，535 

tf 。費計 (2)I 182， 378 

55 物件税および公課諸負担 1，703 
;t 資本利子 20.258

地代 18，794
計 (3)40，782

合計 ((1)十(2)十(の I3山 31
10アール当り収量 I 47拘

バルク80%の農家の概要

l戸あたりの家族人員 5人 | 
家族農業従事者 2人

" (内訳〉 男1人，女1人

1j=iあたりの経営耕地面積 93アール
うち水田 67アール
水稲作付面積 54.6アール

1戸あたりの水稲生産量 2，525惚〈約42俵〉
庁 販売量 1，837惚(約31俵〉

販売量が占める割合 (72.89~) 

1戸あたりの農業収入 194万7千円
水稲収入 76万6千円
水稲収入の占める割合 (39.3%) 

(54年度資料〉 cw農民新筒』昭和56年6月15日号より〉

昭和56年産米生産者価格調
査
資
料
に
よ
る
と
、

一
九
八

O
年
現
在
で
日
本
は
ニ
千
百
三
十
八
時
間
で
あ
勺
と
は
い
え
所
定
内
時
聞
は
縮
少
し
て
も
、
所
定
外
労

働
時
間
(
残
業
)
は
増
加
し
つ
つ
あ
り
、
し
か
も
中
小
零
細
企
業
ほ
ど
長
時
間
労
働
で
苦
し
ん
で
い
る
の
が
実
態
で
あ
る
。

戦
後
ア
メ
リ
カ
農
業
と
日
本
の
米
価
問
題



戦
後
ア
メ
リ
カ
農
業
と
日
本
の
米
価
問
題

四

ハ
2
)

し
か
も
国
際
的
に
み
る
と
、
先
進
国
で
二
千
時
間
を
超
え
て
い
る
の
は
日
本
だ
け
で
、
イ
ギ
リ
ス
千
九
百
二
十
三
時
間
、
フ
ラ
ン
ス
千
八
百
三

十
時
間
、
西
ド
イ
ツ
千
六
百
七
十
八
時
間
、
イ
タ
リ
ア
千
五
百
十
八
時
間
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
週
二
日
制
の
普
及
率
を
み
る
と
、
全
産
業
平
均

で
、
ア
メ
リ
カ
八
一
一
一
第
、
西
独
七
八
・
五
Mm
に
対
し
、
日
本
は
な
ん
と
一
三
了
五
%
で
あ
り
、
年
次
有
給
休
暇
に
い
た
っ
て
は
、
勤
続
一
年
以
上
の

労
働
者
で
先
進
各
国
の
法
定
最
低
限
は
二
四
日
か
ら
十
八
日
間
で
あ
る
の
に
、
日
本
は
わ
ず
か
六
局
、
労
働
協
約
で
十
三
日
で
あ
り
、
こ
れ
す
ら
も

労
働
省
の
調
査
(
民
間
企
業
六
0
0
0社
〉
に
よ
る
と
、
実
際
は
八
・
八
日
間
に
自
粛
し
て
い
る
と
い
う
。
(
雑
誌
『
ぐ
ん
ぐ
ん
』
一
九
八
二
年

三
月
、
第
九
号
所
裁
の
広
沢
氏
の
資
料
、
七
二
ペ
ー
ジ
)

そ
こ
で
賃
金
労
働
者
の
年
間
労
働
時
間
を
二
千
百
四
十
時
間
と
考
え
、
こ
れ
と
稲
作
農
民
の
年
間
の
労
働
時
間
を
比
較
し
て
み
よ
う
。

農
林
省
の
調
査
で
は
、
百
五
十
キ
ロ
あ
た
り
の
投
下
労
働
時
間
は
、
昭
和
三
九
年
産
米
で
四
九
・
四
時
間
、
四

O
年
で
四
七
・
一
二
時

問
、
四
一
年
で
四
六
・
一
時
間
、
四
二
年
で
四
一
・
七
時
間
、
四
三
年
で
四

0
時
間
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
時
間
に
は
間
接
労
働
時
間

(
自
給
肥
料
、
水
利
賦
役
な
ど
の
)
は
ふ
く
ま
れ
て
い
な
い
。

そ
れ
が
昭
和
五

O
年
産
米
で
は
二
二
・
五
時
間
、
五
四
年
で
は
約
二

0
時
間

へ
と
、
と
こ
二
十
五
年
間
に
約
六

O
Mも
減
少
し
た
の
で
あ
る
。

い
ま
百
五
十
キ
ロ
あ
た
り
二

0
時
間
を
採
用
し
て
考
え
る
と
、

一
俵
あ
た
り
の
投
下
労
働
時
聞
は
八
時
間
で
あ
る
。

一
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

収
種
が
八
一
俵
な
の
で
、
六
百
四
十
八
時
間
と
な
る
。
賃
金
労
働
者
の
年
間
二
千
百
四
十
時
間
の
ほ
ぼ
三
分
の
一
で
あ
る
。
だ
か
ら
三
ヘ

ク
タ
ー
ル
の
水
田
面
積
が
な
け
れ
ば
、
勤
労
者
と
同
等
の
労
働
を
農
民
は
投
下
で
き
な
い
。

(

3

)

こ
こ
で
参
考
の
た
め
朝
鮮
民
主
主
義
共
和
国
で
は
「
協
同
農
場
を
全
人
民
的
所
有
に
き
り
か
え
る
た
め
に
は
少
な
く
と
も
農
場
員
一
人
当
た
り

水
田
を
五
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
畑
は
一

O
ヘ
ク
タ
ー
ル
ず
つ
耕
作
で
き
る
程
度
農
業
の
機
械
化
水
準
を
高
め
な
く
て
な
ら
な
い
」
と
い
わ
れ
て
い
る
こ

と
を
指
摘
し
て
お
こ
う
。

他
方
稲
作
所
得
の
面
か
ら
み
て
も
、
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
水
田
な
ら
、
六

0
キ
ロ
(
一
俵
〉
一
万
七
千
八
百
円
の
米
価
で
組
収
益
が
四
百



三
十
二
万
五
千
四
百
円
で
あ
り
、
物
件
費
を
こ
の
う
ち
の
三

O
Mと
す
る
と
、
残
り
の
農
業
所
得
は
約
三
百
二
十
七
万
円
、
月
収
に
し
て

約
二
五
万
円
と
な
り
、
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
な
ら
農
業
所
得
は
約
四
百
三
十
七
万
円
、
月
収
に
し
て
三
十
三
万
三
千
円
余
と
な
る
。

農
林
水
産
省
の
『
農
家
経
済
調
査
報
告
』
で
も
、
全
国
の
農
家
一
世
帯
あ
た
り
の
家
計
費
は
、
昭
和
五
一
二
年
で
、
す
で
に
三
百
四
十
万

円
を
超
え
て
い
る
。

と
す
る
と
、
現
在
の
政
府
買
入
れ
価
格
で
は
、
農
民
は
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の
水
田
面
積
が
な
け
れ
ば
、
都
市
勤
労
者
並
み
の
労
働
時

聞
を
投
入
で
き
ず
、
ま
た
都
市
勤
労
者
並
み
の
所
得
も
入
手
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
だ
が
耕
地
面
積
が
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
下
の

農
家
が
、
全
農
家
の
七

O
彪
を
占
め
、
一
ニ
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
が
僅
か
三
Mm
で
あ
る
日
本
農
業
の
現
実
を
み
る
な
ら
|
|
;
昭
和
五
五
年
の
一

戸
あ
た
り
の
水
田
面
積
は
八

0
・
一
一
一
ア
ー
ル
で
あ
っ
た
|
|
i
こ
の
事
実
が
何
を
意
味
す
る
か
は
い
う
ま
で
も
な
い
で
あ
ろ
う
。

大
谷
省
三
教
授
は
か
つ
て
戦
後
の
日
本
農
業
を
ふ
り
か
え
り
「
昭
和
三

0
年
代
は
一

0
ア
ー
ル
の
田
ん
ぼ
に
、
二
十
五
日
の
労
働
が
か

か
っ
た
の
に
現
在
は
一

O
日
し
か
か
か
ら
な
い
の
で
あ
り
、
十
五
、
六
年
前
な
ら
一
・
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
ほ
ぼ
一
年
間
、
都
市
労
働
者
な
み

の
所
得
が
あ
っ
た
の
に
v

現
在
は
一
一
了
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
な
い
と
、
同
じ
所
得
が
あ
げ
ら
れ
な
く
な
っ
た
。
三
・
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の
田

ん
ぼ
を
つ
く
っ
て
い
る
農
民
は
全
体
の
一

t
二
彪
に
す
ぎ
な
い
の
だ
か
ら
大
半
の
農
家
は
、
農
業
経
営
だ
け
で
み
る
と
倒
産
し
て
い
る
」

(
『
毎
日
新
聞
』
五
二
年
七
月
三
十
日
)
と
の
べ
て
い
た
が
、
所
得
面
と
投
下
労
働
時
聞
の
面
か
ら
、
ま
っ
た
く
そ
の
通
り
な
の
で
あ
る
。

四

高
米
価
宣
伝
は
本
当
か

そ
れ
に
も
拘
ら
ず
こ
れ
ま
で
高
米
価
宣
伝
が
繰
返
し
一
部
か
ら
な
さ
れ
て
き
た
の
だ
が
、
実
際
は
自
家
労
賃
を
回
収
す
る
こ
と
も
で
き

な
い
ほ
ど
低
い
政
府
買
入
れ
価
格
で
あ
り
、
ま
た
賃
金
の
上
昇
率
や
物
価
の
上
昇
率
に
く
ら
べ
て
も
生
産
者
米
価
の
上
昇
率
は
低
く
押
え

戦
後
ア
メ
リ
カ
農
業
と
日
本
の
米
価
問
題

一五



戦
後
ア
メ
リ
カ
農
業
と
日
本
の
米
価
問
題

一
六

ら
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
日
本
の
生
産
者
米
価
を
高
米
価
な
ど
と
は
決
し
て
い
え
な
い
の
で
あ
る
。

(
4
)
 

な
る
ほ
ど
日
本
の
米
は
国
際
価
格
と
く
ら
べ
て
割
高
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
い
え
よ
う
。
し
か
し
あ
る
商
品
の
価
格
が
高
い
の
か
、
或

い
は
安
い
の
か
と
い
う
こ
と
を
問
題
に
し
よ
う
と
す
る
な
ら
、
生
産
費
以
上
の
価
格
1
1
l
た
と
え
ば
独
占
価
格

ll!な
ら
そ
の
商
品
は
高

く
、
生
産
費
以
下
の
価
格
な
ら
安
い
、
と
い
う
べ
き
戸
ろ
う
と
す
る
勤
労
農
民
の
た
た
か
い
を
こ
そ
支
捜
す
べ
き
な
の
で
あ
る
。

(

4

)

「
コ
メ
の
国
際
価
格
は
ど
の
よ
う
に
決
め
ら
れ
て
い
る
か
。
小
麦
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
大
豆
な
ど
は
シ
カ
ゴ
商
品
取
引
所
の
『
シ
カ
ゴ
相
場
』

が
国
際
的
な
指
標
に
な
る
が
、
食
糧
庁
輸
入
課
に
よ
る
と
、
コ
メ
に
は
国
際
的
な
市
場
が
な
く
、
従
っ
て
国
際
相
場
も
な
く
、
各
国
と
も
て
ん
で
に

売
っ
て
い
る
の
だ
と
い
う
。
米
国
が
国
際
価
格
の
決
定
権
を
握
っ
て
い
る
と
も
い
わ
れ
る
が
、
米
国
と
並
ぶ
コ
メ
の
輸
出
国
で
あ
る
タ
イ
国
の
貿
易

取
引
委
員
会
〈
B
O
T
)
も
毎
週
、
精
米
の
建
値
を
発
表
し
て
い
る
。
五
十
五
年
十
月
中
旬
は
ト
ン
当
た
り
四
百
二
十
五
ド
ル
。
当
時
の
一
ド
ル
二

百
十
二
円
で
円
換
算
に
す
れ
ば
九
万
百
円
」
(
降
格
賢
一
『
日
本
の
米
』
中
公
新
膏
、
二
二
六
ペ
ー
ジ
)

な
お
五
十
三
年
産
米
の
生
産
者
米
価
(
政
府
買
入
れ
価
格
)
は
ト
ン
当
た
り
二
十
八
万
八
千
円
、
五
四
年
度
産
米
は
ト
ン
当
た
り
二
十
八
万
七
千

円
で
、
こ
れ
を
当
時
韓
日
へ
約
三
分
の
一
の
価
格
で
あ
る
ト
ン
当
た
り
九
万
三
千
円
で
出
血
的
輸
出
を
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

つ
い
で
に
ア
メ
リ
カ
の
米
に
つ
い
て
こ
こ
で
ふ
れ
て
お
こ
う

こ
の
と
こ
ろ
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
産
の
米
が
、
す
し
に
向
い
た
コ
メ
と
し
て
注
目
さ
れ
て
き
た
@
米
に
は
二
種
類
あ
っ
て
、
粒
が
細
長
く
、
炊
く
と

パ
サ
パ
サ
し
て
い
る
イ
ン
デ
ィ
カ
種
と
、
日
本
、
韓
国
、
中
国
の
一
部
で
主
に
食
べ
て
い
る
ね
ば
り
の
あ
る
ジ
ャ
ポ
ニ
カ
種
で
あ
る
が
、
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
米
は
完
全
に
ジ
ヤ
ポ
ニ
カ
系
で
あ
る
。

米
農
務
省
の
統
計
で
は
、
ア
メ
リ
カ
の
米
の
生
産
量
は
八
百
二
十
一
万
ト
ン
で
昨
年
の
日
本
の
米
の
生
産
が
一

O
二
五
万
ト
ン
だ
か
ら
相
当
の
量

で
あ
り
、
単
位
面
積
当
た
り
の
収
量
は
日
本
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
り
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
だ
け
を
と
る
と
日
本
の
全
国
平
均
よ
り
も
収
量
が
高

い
と
い
う
。
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
に
は
現
在
六

O
O近
く
の
米
作
農
家
が
あ
る
と
い
う
。

現
在
ア
メ
リ
カ
で
の
米
の
小
売
値
は
、
イ
ン
デ
ィ
カ
種
が
一
キ
ロ
約
一
ド
ル
ハ
二
二

O
円
)
で
、
ジ
ヤ
ポ
ニ
カ
種
は
こ
れ
よ
り
も
二
、
三
割
高
く
、

モ
チ
米
は
一
キ
ロ
二
・
五
ド
ル
前
後
と
い
う
。
こ
れ
に
対
し
日
本
で
は
標
準
米
が
一
キ
ロ
三
百
二
十
一
円
五
十
銭
、
自
主
流
通
米
の
コ
シ
ヒ
カ
リ
が

一
キ
ロ
五
百
円
前
後
で
あ
る
。
農
薬
の
使
用
量
も
日
本
よ
り
少
な
く
、
日
本
の
米
よ
り
優
位
で
あ
る
@



す
し
に
向
い
た
コ
メ
を
開
発
し
た
の
は
日
系
人
で
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
、
サ
ウ
ス
・
ド
ス
・
パ
ロ
ス
の
国
府
田
(
こ
う
だ
)
農
場
|
|
一
九
二
七

年
、
日
系
一
世
、
国
府
田
啓
三
郎
氏
(
一
九
六
四
年
、
八
二
歳
で
死
去
、
福
島
県
出
身
)
が
開
設
し
た
ー
ー
で
あ
る
@
(
『
サ
ン
ケ
イ
新
聞
』
悶
和
五

七
年
一
月
一
七
日
所
載
の
京
都
大
学
東
南
ア
ジ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー
所
長
渡
部
忠
世
氏
の
「
コ
メ
と
日
本
人
」
に
よ
る
)

カ
l
タ
l
前
大
統
領
の
こ
ろ
は
価
格
維
持
の
た
め
作
付
制
限
を
し
て
い
た
が
、
い
ま
は
撤
廃
し
、
ア
メ
リ
カ
の
稲
作
農
民
は
日
本
と
は
逆
に
水
稲

の
栽
培
面
積
を
ど
ん
ど
ん
拡
大
し
て
い
る
。
米
農
務
省
の
一
九
八
一
年
十
二
月
一
日
の
発
表
で
は
、
八
一
年
の
コ
メ
の
総
生
産
量
は
八
百
二
十
一
万

ト
ン
、
園
内
消
費
量
二
百
五
十
六
万
ト
ン
、
輸
出
量
三
百
八
十
五
万
ト
ン
、
期
末
在
庫
量
二
百
四
十
六
万
ト
ン
で
あ
っ
た
。

ア
メ
リ
カ
の
米
作
農
家
は
現
在
生
産
が
拡
大
し
つ
つ
あ
る
。
園
内
需
要
も
拡
大
し
て
い
る
が
、
ア
メ
リ
カ
人
一
人
当
た
り
に
す
る
と
わ
ず
か
で
、

輸
出
が
大
き
い
。
ア
メ
リ
カ
以
外
で
需
要
が
拡
大
し
て
い
る
の
は
主
と
し
て
、
ア
フ
リ
カ
、
中
近
東
で
、
歴
史
的
に
見
て
も
主
食
が
麦
か
ら
米
に
変

わ
っ
た
民
族
は
す
く
な
く
な
い
。
イ
ン
ド
も
そ
の
気
配
が
あ
り
、
イ
ン
ド
の
米
作
地
帯
は
東
経
八

O
度
以
東
に
限
ら
れ
て
い
た
の
が
、
い
ま
で
は
デ

リ
ー
の
ほ
う
ま
で
入
っ
て
き
て
い
る
。
ア
フ
リ
カ
も
麦
と
雑
穀
の
国
だ
っ
た
が
、
い
ま
米
を
ど
ん
ど
ん
つ
く
っ
て
お
り
、
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
あ
た
り
で

も
ず
い
ぶ
ん
米
を
食
っ
て
い
る
。
ま
た
イ
ラ
ン
も
そ
う
で
あ
る
。
イ
ラ
ン
と
い
え
ば
麦
の
発
祥
地
だ
が
、
し
か
し
、
い
ま
カ
ス
ピ
海
沿
岸
の
あ
の
一

面
の
沃
野
は
一
変
し
て
水
団
地
帯
で
あ
り
、
こ
れ
を
さ
ら
に
拡
大
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
の
技
術
援
助
で
日
本
人
専
門
家
が
力
を
貸
し
て
い
る
。

現
在
ア
メ
リ
カ
は
、
イ
ラ
ン
、
イ
ラ
ク
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
、
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
、
南
ア
フ
リ
カ
に
大
量
の
米
を
輸
出
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
前
述
の
よ
う
に
一
俵
当
た
り
の
投
下
労
働
時
聞
は
こ
こ
二
十
五
年
間
に
約
六

O
Mも
減
少
し
、
昭
和
二
一

O
年
ご
ろ
に
は
一
町

歩
の
経
営
で
投
下
労
働
日
数
の
面
か
ら
も
農
業
所
得
の
面
か
ら
も
経
営
が
成
り
立
っ
て
い
た
の
に
、
現
在
で
は
三
町
歩
以
上
で
な
け
れ
ば

こ
の
両
面
か
ら
み
て
経
営
が
成
り
立
た
な
い
の
が
実
際
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
農
業
生
産
力
の
向
上
と
農
家
経
営
の
矛
盾
|
|
資
本
制
社

会
の
矛
盾
の
発
現

i
ー
を
示
し
て
い
る
。

周
知
の
よ
う
に
自
営
農
民
は
自
分
の
労
働
力
、
自
分
の
生
産
手
段
、
自
分
の
土
地
で
生
産
す
る
の
だ
か
ら
、
理
論
的
に
は
賃
金
と
利
潤

と
地
代
を
自
分
の
も
の
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
な
の
に
、
現
状
で
は
賃
金
部
分
す
ら
入
手
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

日
本
は
現
在
、
国
の
財
政
は
赤
字
、
労
働
者
の
実
質
賃
金
は
マ
イ
ナ
ス
、
農
業
の
荒
廃
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
、
独
占
企
業
の
内
部
留
保

戦
後
ア
メ
リ
カ
農
業
と
日
本
の
米
価
問
題

七



戦
後
ア
メ
リ
カ
農
業
と
日
本
の
米
価
問
題

/1、

だ
け
は
大
黒
字
で
、
巨
大
な
蓄
積
を
行
な
っ
て
い
る
。
そ
の
上
、
防
衛
力
等
に
巨
費
を
投
じ
(
五
六
年
度
で
二
兆
四
千
億
円
プ
ラ
ス
・
ア
ル
フ

ア
)
、
食
糧
管
理
費
(
実
質
六
千
五
百
二
十
億
円
)
を
出
し
惜
み
、
食
糧
自
給
率
を
ど
ん
ど
ん
低
下
さ
せ
て
い
る
。

労
働
者
階
級
は
、
賃
上
げ
は
自
粛
し
て
、
農
民
の
犠
牲
の
上
に
、
せ
め
て
米
の
値
段
を
安
く
し
よ
う
と
い
う
よ
う
な
考
え
を
も
つ
な

ら
、
労
農
提
携
も
実
現
せ
ず
、
自
分
た
ち
の
生
活
す
ら
守
れ
な
く
な
ろ
う
。

賃
金
労
働
者
は
勤
労
農
民
と
共
闘
す
べ
き
な
の
で
あ
る
。

五

全
日
農
要
求
米
価
と
農
民
の
生
活

と
こ
ろ
で
全
日
農
は
要
求
米
価
を
八

O
M
バ
ル
グ
ラ
イ
ン
に
よ
る
「
生
産
費
・
所
得
補
償
方
式
」
に
よ
っ
て
計
算
し
て
お
り
、
そ
の
理

由
と
し
て

d
戻
産
物
生
産
の
豊
凶
の
差
は
そ
の
土
地
条
件
に
左
右
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
農
民
の
責
め
に
帰
す
べ
き
で
は
な
い
、
と
い
う

動
か
し
難
い
現
実
に
立
ち
、
米
作
り
の
再
生
産
を
補
償
す
べ
き
限
界
が
入

O
Mど
こ
ろ
の
農
家
の
生
産
費
だ
か
ら
だ
。
と
し
て
い
た
。
ま

た
米
価
で
米
作
り
の
再
生
産
を
補
償
さ
せ
る
こ
と
は
、

「
兼
業
し
な
い
で
も
食
え
る
米
価
を
」
と
す
る
全
日
農
の
基
本
的
要
求
に
か
な
う

も
の
だ
か
ら
だ
と
し
て
い
る
。

」
れ
に
対
し
政
府
の
買
入
れ
米
価
(
マ
ル
政
米
価
格
)
の
算
定
は
、

「
必
要
量
生
産
費
方
式
」
で
、
こ
の
方
式
は
全
日
農
と
同
じ
よ
う

に
生
産
費
の
低
い
農
家
か
ら
高
い
農
家
へ
と
順
に
並
べ
る
点
で
は
全
日
農
の
場
合
と
同
じ
で
あ
る
が
、
違
う
点
は
、
政
府
が
必
要
と
す
る

量
の
米
の
販
売
農
家
ま
で
の
線
で
生
産
費
を
区
切
り
、
し
か
も
、
こ
の
線
内
に
入
っ
た
農
家
の
生
産
費
を
平
均
し
て
計
算
す
る
と
い
う
と

こ
ろ
で
あ
る
。

こ
れ
で
は
、
全
日
農
の
主
張
す
る
よ
う
に
、
平
均
生
産
費
よ
り
高
い
生
産
費
の
農
家
は
、
た
と
え
政
府
の
必
要
と
す
る
量
の
枠
内
に
あ



っ
た
と
し
て
も
決
し
て
生
産
費
も
所
得
も
補
償
さ
れ
な
い
不
当
な
低
米
価
を
強
制
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
も
、

コ
ス
ト
の
低
い
農
家

ほ
ど
販
売
量
も
多
い
の
で
あ
る
か
ら
、
全
販
売
農
家
の
七
割
近
く
の
米
生
産
農
家
の
生
産
費
が
補
償
さ
れ
ず
、
切
り
捨
て
ら
れ
る
結
果
と

な
っ
て
し
ま
う
。

と
こ
ろ
で
全
日
農
の
要
求
米
価
で
法
意
す
べ
さ
は
五
五
年
度
か
ら
の
算
定
基
礎
資
料
の
変
更
で
あ
る
。

五
五
年
度
の
全
日
農
の
要
求
米
価
六

0
キ
ロ
(
一
俵
)
当
た
り
正
味
三
万
七
千
五
百
六
十
円
の
算
定
方
式
は
従
前
通
り
で
あ
っ
た
。
だ

が
算
定
の
基
礎
資
料
の
と
り
方
は
、
五
十
五
年
度
か
ら
農
協
の
米
生
産
費
調
査
を
や
め
て
、

「
農
林
水
産
省
米
生
産
費
調
査
」
に
変
更
し

て
い
る
。
そ
の
理
由
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

ま
ず
別
表
の
〔
農
家
概
況
〕
を
み
よ
う
。
そ
こ
で
は
対
象
の
差
は
あ
る
が
、
稲
作
作
付
面
積
を
み
る
と
、
農
協
調
査
の
そ
れ
は
二
・
一

λ
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
示
し
て
お
り
、
こ
れ
を
人
C
%
バ
ル
ク
ラ
イ
ン
相
当
農
家
に
ひ
き
直
す
と
、
昭
和
五
四
年
度
の
場
合
で
約
一
・
七
へ
グ

タ
i
ル
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
農
水
省
の
方
の
八

O
M
パ
ル
グ
ラ
イ
シ
相
当
農
家
は
五
一
・
七
ア
ー
ル
(
五
六
年
度
は
豆
四
・
六
ア
ー
ル
〉

で
あ
る
と
全
日
農
は
み
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
一
町
七
反
の
稲
作
作
付
面
積
を
も
っ
農
家
と
五
反
二
畝
の
稲
作
作
付
面
積
を
も
っ
農
家
で

は
、
ど
ち
ら
が
よ
り
限
界
農
家
に
近
い
か
は
一
目
瞭
然
で
あ
り
、
だ
か
ら
基
礎
資
料
を
農
協
か
ら
農
水
省
へ
と
変
更
し
た
の
で
あ
る
、
と

全
日
農
は
い
う
。
そ
し
て
算
定
基
礎
資
料
を
政
府
と
同
ヒ
資
料
に
置
き
か
え
た
結
果
、
算
定
さ
れ
た
五
五
年
度
の
要
求
米
価
は
対
前
年
比

で
四
五
・
八
%
ア
ッ
プ
、
対
前
年
政
府
買
入
れ
米
価
ハ
正
味
)
比
で
二
ご
ニ
%
ア
ッ
プ
と
大
き
な
ア
ッ
プ
と
な
っ
た
が
、
全
日
農
は
「
こ

の
要
求
は
高
す
ぎ
る
の
で
は
な
く
て
、
い
か
に
政
府
の
手
に
よ
っ
て
米
価
が
買
い
叩
か
れ
つ
づ
け
て
き
た
か
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
岳
農

民
新
聞
』
昭
和
五
五
年
六
月
主
日
号
)
と
の
べ
て
い
る
。

そ
こ
で
全
日
農
の
主
張
す
る
よ
う
に
限
界
農
家
五
反
二
畝
で
米
価
を
五
五
年
度
要
求
の
三
万
七
千
五
百
六
十
円
と
し
た
ら
ど
う
い
う
結

戦
後
ア
メ
リ
カ
農
業
と
日
本
の
米
価
問
題

九
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53年度についての農家概況

①農林水産省調査 (80%パノレFライン相当農家〉

項 一戸当たり

農業従事者 2人 男 1，女1

経営耕地面積 89アール

うち水田 65アール

稲作作付面積 51. 7アール

生産量 2，537ほ 42.3俵

販売量 1867同 31.1俵

(比率〉 (73.6) 

農業収入 1，667，000円

うち稲収入 768，000円

(比率) (46.1) 

①農協調査

一戸当たり

313アール

218アール

6，052，369円

5，266，079円

3，490，557円

入

入

入

家総収

ち農業収

ち米作収

農

う

う

ニ
O

65.5% 

、ノ門口Rυ 月no 
年民υ

伊
同

υ和昭
内
川
d

i
l
i
-
-
間新幸市農

閑

"u

農業収入に占める

米作収入の割合

目

積

積

果
に
な
る
か
。
す
な
わ
ち
、
全
日
農
の
よ
う
に
五
五
年
度
の
要
求
米
価
六

0
キ
ロ

E
味
三
万
七
千
五
百
六
十
円
〈
五
六
年
度
は
三
万
九
千
七

営耕地面

作付面

項

経

米

月
収
十
一
一
一
万
二
千
円
が
入

百
八
十
円
〉
が
実
現
さ
れ
た
な
ら
、

五
反
二
畝
の
水
田
耕
作
農
民
は
年
間
四
百
五
十
六
時
間
の
投
下
労
働
で
、

一
町
四
畝
耕
作
農
民
は
九
百

手
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
う
す
る
と
勤
労
者
の
給
与
所
得
と
対
比
し
て
有
利
に
な
り
過
ぎ
は
し
な
い
か
。

十
二
時
間
の
労
働
を
投
下
し
て
二
十
六
万
四
千
円
が
入
手
で
き
る
こ
と
に
な
り
、
上
層
農
家
ほ
更
に
有
利
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
ニ
町
八
畝
の
経
営
農
家
は
千
八
百
二
十
四
時
間
の
投
下
労
働
で
、
月
収
五
十
二
万
八
千
円
の
収
人
と
な
り
、
二
町
六
瓦
の
農
家
は
勤
労



者
の
労
働
時
間
二
千
百
四
十
時
間
を
や
や
上
回
る
二
千
二
百
八
十
時
間
の
投
下
労
働
で
月
収
六
十
六
万
円
と
な
る
の
で
あ
る
。
限
界
労
働

を
五
六
年
度
の
五
四
・
六
ア
ー
ル
に
し
た
ら
さ
ら
に
有
利
に
な
る
。

こ
の
よ
う
に
農
民
に
有
利
な
ー
ー
と
い
う
よ
り
も
正
当
な
ー
ー
ー
米
価
収
入
の
実
現
は
、
要
す
る
に
真
の
意
味
で
の
生
産
費
と
所
得
が
補

償
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

も
し
、
勤
労
人
民
大
衆
が
社
会
の
主
人
公
と
な
り
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
国
家
ゃ
、
地
主
・
資
本
家
に
よ
る
人
民
搾
取
が
寵
絶
さ
れ
、
農
業
と

工
業
の
格
差
が
解
消
さ
れ
る
な
ら
、
農
民
も
彼
ら
の
生
計
費
と
そ
の
生
産
拡
大
の
た
め
の
資
金
を
入
手
し
、
更
に
国
家
経
営
の
た
め
の
農

業
剰
余
を
支
出
で
き
る
筈
で
あ
る
。

だ
が
全
日
農
の
要
求
米
価
も
、
あ
る
べ
き
勤
労
者
の
月
収
も
、
現
実
の
日
本
で
は
実
現
不
可
能
で
あ
る
。
こ
こ
に
労
農
同
盟
に
よ
る
新

社
会
建
設
の
必
然
が
あ
る
。
現
在
、
農
民
は
米
価
を
通
し
て
自
家
労
賃
を
獲
得
し
、
生
活
と
生
産
を
確
保
し
よ
う
と
し
て
お
り
、
賃
金
労

働
者
は
直
接
労
働
力
を
販
売
し
て
生
活
を
確
保
し
よ
う
と
し
て
お
り
、
両
者
の
目
的
は
同
一
で
あ
る
。

_.._ 
J、

日
本
農
政
に
お
け
る
自
給
主
義
の
放
棄

日
本
の
政
府
が
明
治
以
降
一
貫
し
て
採
用
し
て
き
た
の
は
小
農
維
持
政
策
と
食
糧
自
給
主
義
で
あ
っ
た
。
農
村
は
兵
士
と
低
賃
金
労
働

力
の
給
源
で
あ
り
、
低
価
格
農
産
物
の
供
給
基
地
で
あ
っ
た
。
ま
た
国
家
総
動
員
の
長
期
戦
の
た
め
の
食
糧
備
蓄
も
当
然
考
慮
さ
れ
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
。

こ
の
自
給
主
義
と
い
う
基
本
方
針
の
転
換
は
、
で
は
い
つ
頃
か
ら
な
さ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
今
日
で
は
全
く
明
ら
か
と
な
っ
て
い

る

戦
後
ア
メ
リ
カ
農
業
と
日
本
の
米
価
問
題



戦
後
ア
メ
リ
カ
農
業
と
日
本
の
米
価
問
題

食
糧
自
給
主
義
を
堅
持
す
る
の
か
、
ま
た
は
国
際
分
業
に
よ
る
食
糧
の
輸
入
依
存
政
策
へ
切
り
換
え
る
の
か
、
と
い
う
二
つ
の
考
え
方

(
も
ち
ろ
ん
自
給
と
い
う
の
も
他
給
と
い
う
の
も
比
較
的
、
相
対
的
な
こ
と
で
あ
る
)
は
、
昭
和
コ
一

O
年
以
降
の
日
本
経
済
の
「
開
放
経
済
体
制
」

へ
の
移
行
め
中
で
明
確
な
理
論
化
が
行
な
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
第
一
の
考
え
方
は
、
食
糧
を
基
本
的
に
は
完
全
に
自
給
す
る
こ
と
に
よ
り
、
外
貨
を
節
約
し
、
工
業
に
必
要
な
原
材
料
を

輸
入
し
て
ゆ
く
と
い
う
方
向
で
あ
り
、
第
二
の
考
え
方
は
、
食
糧
の

εH給
率
が
低
下
し
て
も
よ
い
か
ら
安
い
外
国
食
糧
を
輸
入
し
、
そ
の

見
返
り
に
白
国
の
工
業
製
品
の
輸
出
の
増
大
を
は
か
ろ
う
|
|
避
に
工
業
製
品
輸
出
の
見
返
り
と
し
て
食
慣
を
輸
入
し
よ
う

l
iと
す
る

方
向
で
あ
る
。
前
者
は
、
日
本
の
経
済
基
盤
を
つ
よ
め
、
将
来
輸
出
を
の
ば
し
て
国
際
収
支
を
改
善
し
経
済
白
立
の
目
標
を
達
成
す
る
た

め
に
は
、
重
点
産
業
の
基
盤
強
化
に
必
要
な
原
材
料
の
輸
入
を
優
先
さ
せ
、
食
糧
輸
入
を
節
減
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
国

内
食
糧
〈
と
く
に
米
と
麦
)
の
増
産
を
は
か
り
、
そ
の
自
給
率
を
た
か
め
て
い
こ
う
と
い
う
方
向
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
後
者
は
農
政

と
農
産
物
価
格
の
安
あ
が
り
を
求
め
、
安
い
外
国
農
産
物
の
輸
入
を
は
か
り
、
と
く
に
日
本
の
よ
う
に
講
和
条
約
を
へ
て
も
対
米
従
属
体

制
の
も
と
に
お
か
れ
、
経
済
的
に
劣
弱
者
の
地
位
に
お
か
れ
て
い
た
戦
後
、
ア
メ
リ
カ
の
安
い
余
剰
農
産
物
が
対
日
軍
事
・
経
済
援
助
の

形
で
提
供
さ
れ
、
そ
れ
に
依
存
で
き
た
の
で
、
そ
の
方
向
を
踏
襲
し
よ
う
と
す
る
考
え
方
で
あ
る
。

第
一
次
減
反
政
策
実
施
の
数
年
前
(
昭
和
三
九
年
)
、
食
糧
自
給
主
義
の
立
場

ι立
つ
代
表
的
見
解
と
し
て
、
付

農
業
基
本
政
策
研
究

会
の
「
農
業
政
策
に
関
す
る
提
案
」
が
、
ま
た
輸
入
主
義
の
立
場
に
立
つ
見
解
と
し
て
、
同

中
央
政
策
研
究
所
か
ら
の
「
農
業
の
長
期

展
望
と
長
期
政
策
」
、
な
ら
び
に
日

経
済
同
友
会
か
ら
の
「
農
業
近
代
化
へ
の
提
言
」
が
な
さ
れ
た
。

付
は
代
表
を
近
藤
康
男
教
授
と
し
、
鞍
田
純
、
大
谷
省
三
、
山
口
一
門
、
美
土
路
達
雄
、
阪
本
楠
彦
の
諸
氏
を
メ
ン
バ
ー
と
し
、
そ
の

基
本
的
主
張
は
、
「
国
は
食
糧
自
給
政
策
を
ハ
ツ
キ
リ
農
民
の
前
に
示
す
べ
き
だ
。
こ
の
こ
と
は
、
単
に
海
外
農
産
物
依
存
の
体
制
で
は
、



日
本
農
業
が
大
き
な
打
撃
を
冶
つ
け
る
か
ら
だ
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
わ
が
国
の
経
済
成
長
の
た
め
に
も
、
ま
た
海
外
の
食
糧
需
給
の
状
況

か
ら
も
、
自
給
政
策
が
明
確
に
さ
れ
、
実
行
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

口
は
、
稲
垣
平
太
郎
氏
を
会
長
と
す
る
自
民
党
三
木
派
と
い
わ
れ
る
政
策
研
究
所
の
基
本
的
主
張
で
、

「
食
糧
の
完
全
白
給
は
、
日
本

と
し
て
は
到
底
で
き
な
い
し
、
そ
の
必
要
も
な
い
。
と
い
っ
て
国
際
分
業
の
よ
に
立
ち
、
食
糧
は
安
い
国
か
ら
輸
入
す
れ
ば
よ
い
、
と
い

う
こ
と
も
ま
ず
い
。
食
糧
自
給
度
に
つ
い
て
は
一
定
の
め
や
す
を
も
ち
、
保
護
す
る
も
の
は
保
護
し
、
自
由
化
す
る
も
の
は
自
由
化
す

る
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

ま
た
同
は
、
有
力
な
財
界
人
の
集
り
で
、
昭
和
三
五
年
に
も
第
一
回
の
提
案
を
行
な
っ
て
い
た
が
、
そ
の
基
本
的
な
主
張
は
、

の
本
格
的
な
開
放
体
制
下
で
、
い
っ
さ
い
の
食
糧
を
国
内
で
自
給
す
る
こ
と
は
、
資
本
・
労
力
の
浪
費
で
あ
り
、
不
経
済
・
不
合
理
で
あ

「
今
日

る
。
当
面
の
農
業
保
護
は
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
農
業
が
企
業
と
し
て
自
立
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ

た。
し
た
が
っ
て
、
付
の
見
解
は
今
日
で
ほ
経
済
的
自
立
と
日
本
農
民
の
保
護
策
と
し
て
、
い
わ
ば
民
族
自
立
的
側
面
を
も
っ
て
い
る
の
に

た
い
し
、
同
国
の
見
解
は
、
そ
の
表
現
を
異
に
し
、
細
部
で
は
違
っ
た
見
解
を
も
っ
て
い
る
と
は
い
え
、
結
局
は
ア
メ
リ
カ
の
利
益
に
結

び
つ
い
た
日
本
の
財
界
独
占
資
本
の
考
え
に
一
致
す
る
見
解
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
は
ア
メ
リ
カ
の
過
剰
農
産
物
対
策
と
し
て
、

日
本
が
ア
メ
リ
カ
の
農
産
物
を
輸
入
す
る
と
い
う
ア
メ
リ
カ
独
占
資
本
の
日
本
農
業
に
た
い
す
る
政
策
に
追
随
す
る
方
向
で
あ
り
、
結
局

は
大
多
数
の
零
細
な
日
本
農
民
の
切
捨
て
策
、
日
本
農
業
の
衰
退
に
通
ず
る
道
で
あ
っ
た
。

前
述
の
よ
う
に
日
本
の
政
府
が
明
治
以
降
一
貫
し
て
採
用
し
て
き
た
の
は
、
戦
争
経
済
の
必
要
上
も
あ
っ
て
付
の
方
向
で
あ
っ
た
。
食

糧
自
給
体
制
の
確
立
は
戦
前
の
日
本
資
本
主
義
の
絶
対
に
必
要
な
条
件
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
農
林
省
も
、
昭
和
二

0
年
代
は
自
給
か
輸
入

戦
後
ア
メ
リ
カ
農
業
と
日
本
の
米
価
問
題
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二
四

か
と
い
う
こ
つ
の
矛
盾
し
た
資
本
の
要
求
の
う
ち
第
一
の
道
を
選
び
、
終
局
的
に
は
主
要
食
糧
完
全
自
給
を
め
ざ
す
米
麦
中
心
の
増
産
計

画
を
立
て
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
昭
和
二
六
年
五
月
「
国
土
総
合
開
発
一

0
カ
年
計
画
」
を
、

つ
い
で
二
七
年
一

O
月
「
食
糧
増
産
五
カ

年
Lー

(
昭
和
二
八
年
J
三
二
年
)
計
画
」
を
発
表
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
二
八
年
度
を
初
年
度
と
す
る
五
カ
年
計
画
は
、

結
果
的
に
み
れ

ば
、
農
林
省
の
要
求
し
た
六
二

O
億
円
の
予
算
が
一
三
一
億
円

1
|従
来
か
ら
の
各
種
の
増
産
費
総
額
に
、

わ
ず
か
九

O
億
円
の
増
額

ー
ー
に
削
ら
れ
、
御
破
算
と
な
っ
た
。

こ
う
し
て
政
府
は
日
本
農
業
を
国
際
分
業
に
よ
る
安
い
農
産
物
輸
入
の
方
向
に
切
り
か
え
た
の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
農
政
の
根
本
的

変
更
を
背
景
と
し
て
総
合
的
農
政
と
し
て
う
ち
だ
し
た
の
が
農
業
基
本
法
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。

そ
の
ご
日
本
の
農
産
物
輸
入
の
増
大
と
い
う
事
態
は
全
く
明
瞭
と
な
っ
た
。

す
な
わ
ち
ア
メ
リ
カ
の
一
九
六
七
会
計
年
度
(
六
六
年
七

月
i
六
七
年
六
月
)
の
農
産
物
輸
出
額
は
約
五

O
億
ド
ル
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
う
ち
約
一

O
億
ド
ル
が
日
本
向
け
で
あ
っ
た
。

ア
メ
リ
カ

だ
け
で
な
く
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
も
カ
ナ
ダ
も
、
そ
し
て
東
南
ア
ジ
ア
各
国
も
日
本
の
市
場
を
め
ざ
し
て
大
量
の
農
産
物
を
送
り
こ
み
、

そ
の
額
は
毎
年
ふ
え
る
一
方
で
、
昭
和
四
一
年
は
一
一
一
一
億
六
、
二
七

O
万
ド
ル
と
、

つ
い
に
二

O
億
ド
ル
を
越
え
た
の
で
あ
る
。
食
糧
の

輸
出
国
か
ら
み
る
と
、
日
本
は
魅
力
あ
る
市
場
で
あ
る
。
水
産
物
、
林
産
物
を
ふ
く
め
た
農
林
水
産
物
全
体
の
輸
入
額
は
三

O
億
六
、
五

0
0万
ド
ル
で
、
こ
れ
は
こ
の
年
の
わ
が
国
総
輸
入
額
の
実
に
対
に
あ
た
る
。
ま
た
日
本
の
農
産
物
自
給
率
は
昭
和
三
五
年
の
入
七
銘
が

四
二
年
に
は
八
二
形
へ
と
低
下
し
た
。
こ
の
よ
う
に
世
界
の
先
進
国
の
な
か
で
も
日
本
は
一
貫
し
て
食
糧
の
自
給
率
を
減
少
さ
せ
続
け
た

の
で
あ
る
。

要
す
る
に
以
上
の
よ
う
な
食
糧
自
給
政
策
の
放
棄
と
い
う
変
化
を
惹
起
し
た
基
本
的
要
因
は
、
①
日
本
独
占
資
本
の
工
業
製
品
輸
出
第

一
主
義
の
積
極
的
推
進
政
策
と
、
②
世
界
経
済
と
く
に
ア
メ
リ
カ
資
本
主
義
の
条
件
悪
化
と
そ
こ
で
の
過
剰
農
産
物
問
題
が
日
本
に
及
ぼ



し
た
影
響
で
あ
ろ
。
そ
し
て
@
を
よ
り
端
的
に
い
え
ば
現
在
注
日
制
さ
れ
て
い
る
ア
メ
リ
カ
の
食
糧
戦
略
の
発
動
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
な

お
こ
の
①
と
②
は
内
容
的
に
相
互
依
存
の
関
係
に
あ
る
。

七

減
反
・
転
作
政
策
と
ア
メ
リ
カ
の
食
糧
戦
略

第
二
次
世
界
大
戦
後
、
日
本
農
業
を
取
り
巻
く
事
情
は
一
変
し
た
。
す
な
わ
ち
昭
和
三

O
年
以
降
、
日
本
経
済
は
世
界
第
一
の
高
度
経

済
成
長
へ
の
途
を
歩
み
始
め
、
工
業
製
品
の
輸
出
第
一
主
義
の
積
極
的
推
進
政
策
と
、
世
界
経
済
と
く
に
ア
メ
リ
カ
資
本
主
義
の
条
件
悪

化
と
過
剰
農
産
物
問
題
を
背
景
と
す
る
ア
メ
リ
カ
の
陛
界
的
食
糧
戦
略
の
発
動
が
日
本
農
業
を
直
撃
し
た
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
金
瑛
氏

は
こ
の
間
の
事
情
を
次
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。

「
ア
メ
リ
カ
農
業
は
、
世
界
恐
慌
ハ
一
九
二
九
年
〉
と
と
も
に
未
曽
有
の
危
機
に
み
ま
わ
れ
た
。

工
業
部
門
と
は
異
な
り
農
業
部
門

は
、
『
ニ
ュ

i
・
デ
ィ

l
ル
』
政
策
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

一0
年
代
を
?
っ
じ
て
も
回
復
す
る
こ
と
な
く
不
況
が
持
続
し
、

そ
の
回
復
は

第
二
次
大
戦
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
可
能
と
な
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
は
戦
争
の
過
程
で
世
界
の
兵
器
工
場
と
し
て
の
役
割
と
同
時
に
、
世
界
の

食
糧
供
給
地
と
し
て
の
位
置
を
占
め
る
こ
と
が
で
き
た
Q

増
産
に
つ
ぐ
増
産
で
農
業
生
産
力
は
、
恐
慌
前
の
一
・
五
倍
に
ま
で
上
昇
し

た。
こ
の
農
業
生
産
力
の
増
大
は
、
あ
く
ま
で
も
『
戦
争
景
気
』
で
あ
り
、

一
過
性
の
も
の
で
し
か
な
い
。
そ
れ
は
欧
州
、
ア
ジ
ア
等
の
農

業
地
帯
が
戦
場
と
化
し
、
生
崖
力
が
低
下
し
て
い
る
た
め
で
あ
コ
た
。
戦
争
が
終
結
し
、
こ
れ
ら
の
諸
国
の
農
業
生
産
が
平
時
体
制
に
復

旧
す
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
の
農
業
生
産
力
は
、
却
『
過
剰
化
』

へ
と
つ
き
お
と
さ
れ
る
。

そ
れ
は
だ
れ
の
日
に
も
明
ら
か
で
あ
っ
た
(
事
実

一
九
五
三

t
四
年
を
境
に
欧
州
、
ア
ジ
ア
の
一
部
で
農
業
生
産
は
戦
前
水
準
へ
回
復
す
る
〉
。

戦
後
ア
メ
リ
カ
農
業
と
日
本
の
米
側
問
題

ニ
主



戦
後
ア
メ
リ
カ
農
業
と
日
本
の
米
価
問
題

ニムハ

そ
れ
は
二
一

0
年
代
農
業
恐
慌
の
恐
怖
の
再
現
に
置
接
つ
な
が
る
も
の
で
あ
ヲ
た
。
こ
の
『
再
現
』
を
阻
止
す
る
こ
と
が
、
戦
後
の
ア
メ

リ
カ
の
対
内
外
政
策
選
択
上
、
重
点
目
標
の
一
つ
に
設
定
さ
れ
た
こ
と
は
当
然
で
あ
る
」
〈
「
ア
メ
リ
カ
の
食
糧
戦
略
と
食
糧
危
機
」
、
『
統
一
評

論
』
一
九
八
二
年
一
月
号

九一二
i
九
四
ペ
ー
ジ
)

戦
後
の
世
界
の
農
業
構
造
の
重
大
な
変
化
に
つ
い
て
金
氏
は
次
の
よ
う
に
指
摘
す
る
。

「
資
本
主
義
世
界
は
第
二
次
大
戦
後
、

ア
メ
リ
カ
を
中
心
と
す
る
体
制
に
司
再
編
成
』
さ
れ
た
。
こ
の
再
編
成
の
過
程
で
、
世
界
の
農

業
構
造
も
大
き
く
変
化
し
、
以
前
と
は
異
な
り
先
進
資
本
主
義
国
が
、
工
業
製
品
の
輸
出
国
で
あ
る
と
と
も
に
農
産
物
・
穀
物
の
輸
出
と

し
て
登
場
す
る
に
い
た
っ
た
。

最
大
の
農
業
国
と
し
て
登
場
し
た
の
が
、
ア
メ
リ
カ
で
あ
っ
た
。
世
界
農
業
構
造
・
農
産
物
需
給
関
係
の
再
編
と
は
、
ア
メ
リ
カ
農
業

に
他
国
を
従
属
さ
せ
る
過
程
で
も
あ
っ
た
。

こ
の
再
編
は
、
日
本
等
の
先
進
諸
国
は
も
ち
ろ
ん
韓
国
を
は
じ
め
従
来
農
業
国
で
あ
っ
た
植
民
地
・
後
進
国
ま
で
も
ま
き
こ
み
な
が
ら

展
開
さ
れ
た
。
こ
の
再
編
こ
そ
が
ア
メ
リ
カ
の
食
糧
戦
略
と
し
て
ま
ず
と
り
あ
げ
ら
れ
る
べ
き
内
容
で
あ
る
。
そ
れ
は
各
国
の
勺
食
糧
自

給
』
政
策
と
は
対
立
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
否
定
し
、
世
界
的
に
『
食
糧
危
機
』
を
『
潜
在
化
』
さ
せ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
ん
に

ち
の
食
糧
危
機
問
題
を
考
え
る
場
合
、
異
常
気
象
等
の
自
然
的
条
件
、
凶
作
を
契
機
と
し
て
、
そ
れ
ま
で
『
潜
在
化
』
さ
れ
て
い
た
も
の

が
『
顕
在
化
』
さ
れ
た
と
い
う
側
面
を
見
失
う
わ
け
に
は
ゆ
か
な
い
」

(
向
上
、
九
二

i
九
三
ペ
ー
ジ
)

そ
し
て
氏
は
「
公
法
四
八

O
」
の
登
場
に
つ
い
て
以
下
の
上
う
に
の
べ
て
い
る
。

「
一
九
五
三
年
、
韓
国
戦
争
の
停
戦
を
境
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
等
の
農
業
生
産
は
、
ほ
ぽ
戦
前
水
準
に
一
戻
っ
た
。

一
転
し
て
ア
メ
リ
カ
農

業
は
、

『
好
況
』
か
ら
過
剰
生
産
の
問
題
に
直
面
す
る

ιい
た
っ
た
。

政
府
は
過
剰
農
産
物
と
化
し
た
穀
物
を
『
農
産
物
価
格
支
持
制



度
』
に
も
と
づ
き
、
買
上
げ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
余
り
の
量
の
た
め
倉
庫
は
不
足
し
、

そ
の
分
を
戦
時
中
の
輸
送
船
(
リ
パ
テ
ィ
型
)

に
積
み
臨
時
の
倉
庫
代
り
に
し
ハ
ド
ソ
ン
河
に
繋
留
さ
せ
る
と
い
う
対
策
ま
で
と
ら
れ
た
。
そ
の
数
は
、
三

O
五
隻
に
も
達
し
た
。
当
時

政
府
の
農
産
物
ス
ト
ッ
ク
は
、
約
五
五
億
ド
ル
に
も
な
り
、
支
払
う
倉
庫
代
だ
け
で
も
一
日
四
六
万
ド
ル
と
な
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
そ
れ

で
も
足
り
や
す
、

一
部
は
埠
頭
に
山
積
み
さ
れ
、
放
置
さ
れ
た
。

一
九
五
三
年
一
月
、
新
し
く
大
統
領
と
し
て
登
場
し
た
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
!
は
、
こ
の
過
剰
化
し
た
農
産
物
の
処
理
つ
ま
り
農
業
恐
慌
へ

の
『
恐
怖
』
を
未
然
に
阻
止
す
る
役
割
を
に
な
っ
て
い
た
。

ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ

l
は、

『
余
剰
農
産
物
処
理
法
』
の
制
定
へ
と
動
き
出
し
た
。
そ
の
具
体
的
動
き
の
一
環
と
し
て
農
産
物
の
世
界
市
場

調
査
を
担
当
し
た
『
大
統
領
使
節
団
』
は
各
地
を
廻
っ
た
末
、
報
告
書
を
提
出
し
た
。
そ
の
報
告
書
の
一
節
は
つ
ぎ
の
こ
と
を
大
統
領
に

建
議
し
て
い
る
。

『
ア
メ
リ
カ
の
農
産
物
輸
出
に
と
っ
て
深
刻
な
脅
威
は
、
諸
外
国
で
食
糧
自
給
率
を
高
め
よ
う
と
す
る
気
運
が
高
ま
っ
て
き
て
い
る
こ

と
で
あ
る
』
(
高
嶋
光
雪
「
ア
メ
リ
カ
小
麦
戦
略
」
四
六
頁
)
。
」
(
同
上
、
向
上
、

l
九
五
ペ
ー
ジ
)

こ
の
よ
う
に
「
大
統
領
使
節
団
報
告
書
」
に
は
、
ア
メ
リ
カ
の
食
糧
戦
略
の
意
図
が
集
約
的
に
表
明
さ
れ
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
は
各
国

の
自
給
率
向
上
を
阻
止
す
る
た
め
の
国
家
的
対
策
を
必
要
と
し
、

こ
の
目
的
達
成
の
た
め
司
公
法
四
人

O
』

(
P
L
四
八

O
)
を、

九

五
四
年
七
月
十
六
日
に
成
立
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
正
式
名
称
は
「
農
業
貿
易
促
進
援
助
法
」
で
あ
る
が
、
通
常
こ
れ
を
「
余
剰
農
産

物
処
理
法
」
と
い
っ
て
い
る
。

「
こ
れ
が
食
糧
戦
略
の
強
力
な
武
器
と
な
っ
た
の
は
、

『
余
剰
農
産
物
の
外
国
通
貨
に
よ
る
売
却
』
な
ら
び
に
『
無
償
援
助
』
に
か
ん

す
る
内
容
条
項
の
た
め
で
あ
っ
た
。
そ
れ
も
こ
の
販
売
代
金
が
、
い
わ
ゆ
る
『
見
返
資
金
』
と
し
て
計
上
さ
れ
、
当
該
国
政
府
の
財
政
資

戦
後
ア
メ
リ
カ
農
業
と
日
本
の
米
価
問
題

二
七



戦
後
ア
メ
リ
カ
農
業
と
日
本
の
米
価
問
題

二
八

金
と
し
て
使
用
可
能
と
さ
れ
た
点
で
つ
あ
た
。

つ
ま
り
『
余
剰
農
産
物
援
助
』
の
販
売
代
金
に
も
と
づ
く
『
見
返
資
金
』
は
、
当
時
、
財
政
難
に
あ
え
ぐ
外
国
政
府
ま
た
資
本
家
た
ち

に
と
っ
て
、
な
に
よ
り
『
魅
力
』
あ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
農
産
物
を
輸
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
も
当
時
『
無
償
』
が
ほ

と
ん
ど
で
あ
っ
た
た
め
、
各
国
政
府
は
労
せ
ず
し
て
『
復
興
資
金
』
を
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
た
め
各
国
政
府
は
、
自
国
内
の
農
産

物
の
自
給
率
向
上
を
犠
牲
に
し
、
農
民
を
犠
牲
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

『
余
剰
農
産
物
援
助
』
の
か
く
得
に
積
極
的
と
な
っ
た
。

先
進
諸
国
は
、
危
機
に
ひ
ん
し
て
い
た
金
融
資
本
・
独
占
資
本
の
復
興
の
た
め
、
ま
た
植
民
地
・
後
進
諸
国
は
、

『
工
業
化
』
に
よ
る

買
弁
資
本
の
育
成
強
化
の
た
め
、
自
国
農
業
を
ア
メ
リ
カ
農
業
の
支
配
体
系
の
中
に
あ
え
て
編
入
さ
せ
て
い
っ
た
。
・
・
:
注
目
す
べ
き

lま

一
方
の
極
で
の
ア
メ
リ
カ
農
業
の
発
展
と
、
他
方
の
極
で
の
多
数
国
の
農
業
破
綻
を
意
味
す
る
こ
の
『
再
編
』
が
、
ア
メ
リ
カ
の
直

接
的
な
介
入
に
よ
っ
て
で
な
く
、
各
国
の
国
内
『
政
策
』
と
し
て
展
開
さ
れ
た
点
で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
は
、

た
だ
『
余
剰
農
産
物
処
理

法
』
に
も
と
づ
き
、
国
家
資
金
に
も
と
づ
く
農
産
物
の
輸
出
を
行
え
ば
こ
と
足
り
た
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
『
再
編
』
は
、
各
国
政
府
の
強

力
な
『
支
持
』
の
も
と
に
展
開
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
政
策
が
、
金
融
資
本
ま
た
は
買
弁
資
本
の
利
益
の
側
に
た
っ
た
も
の
で
あ
る

」
と
は
申
す
ま
で
も
な
い
よ
(
向
上
九
五
ペ
ー
ジ
)

第
二
次
大
戦
後
の
資
本
主
義
世
界
経
済
は
、
ア
メ
リ
カ
を
中
心
と
し
て
再
編
さ
れ
た
が
、
農
業
部
門
で
も
、
以
上
の
よ
う
に
ア
メ
リ
カ

農
業
を
基
軸
と
し
て
再
構
築
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
こ
の
場
合
、

「
余
剰
農
産
物
処
理
法
」
と
「
見
返
資
金
」
が
テ
コ
と
さ
れ
た
の
で
あ

り
、
日
本
は
そ
の
典
型
的
一
例
で
あ
っ
た
。

ア
メ
リ
カ
の
余
剰
農
産
物
の
輸
出
先
と
し
て
、
日
本
が
い
か
に
重
要
な
市
場
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
、
昭
和
四
三
年
四
月
、
ア
メ
リ
カ

政
府
主
催
の
農
業
見
本
市
が
東
京
で
聞
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
き
の
ワ
シ
ン
ト
ン
か
ら
の
朝
日
新
聞
の
浜
田
特
派
員
の
次
の
報
道
に
よ



っ
て
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

「
日
本
は
近
年
、
米
国
産
の
小
麦
、
と
う
も
ろ
こ
し
な
ど
、
農
産
物
輸
出
の
最
大
の
買
手
に
の
し
上
が
り
、
そ
の
今
年
中
の
対
日
輸
出

額
は
一

O
億
ド
ル
を
上
回
る
見
通
し
で
あ
る
。
そ
こ
で
米
政
府
は
一
昨
年
以
来
の
対
日
貿
易
収
支
の
逆
調
を
是
正
す
る
た
め
に
も
、
農
産

物
の
対
日
輸
出
努
力
に
一
層
拍
車
を
か
け
よ
う
と
い
う
ね
ら
い
で
、

フ
リ

l
マ
ン
長
官
に
よ
る
と
『
東
京
農
業
博
』
は
農
務
省
主
催
の
催

し
と
し
て
か
つ
て
な
い
大
規
模
な
も
の
に
な
る
と
い
う
。
今
年
の
米
農
産
物
輸
出
は
総
額
五
一
億
ド
ル
に
の
ぼ
る
見
込
み
だ
が
、
そ
の
う

ち
五
分
の
一
を
日
本
一
国
が
買
付
け
る
も
の
で
、
米
農
産
物
の
輸
入
額
が
一
年
間
に
一
国
で
一

O
億
ド
ル
を
突
破
す
る
の
は
日
本
が
最
初

で
あ
る
。
米
国
は
今
後
、
農
産
物
輸
出
を
徐
々
に
伸
ば
し
、

一
九
七
三
年
に
は
七

O
億
ド
ル
ま
で
持
っ
て
行
く
目
標
だ
が
、
そ
の
場
合
も

経
済
成
長
の
著
し
い
日
本
市
場
の
将
来
を
非
常
に
有
望
視
し
て
お
り
、
今
後
は
政
府
の
音
頭
と
り
で
売
込
み
を
図
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の

で
あ
る
」
(
「
朝
日
」
昭
和
四
二
年
八
月
五
日
夕
刊
)

こ
う
し
て
ア
メ
リ
カ
は
日
本
の
み
な
ら
ず
世
界
へ
の
食
糧
輸
出
国
と
し
て
着
実
な
地
位
を
固
め
て
き
た
。

一
九
七
四
年
八
月
に
公
表
さ
れ
た
米
C
I
A
レ
ポ
ー
ト
『
世
界
人
口
・
食
糧
生
産
・
気
象
に
関
す
る
動
向
の
潜
在
的
意
味
』
の
一
節
は

次
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。

「
い
ま
ア
メ
リ
カ
は
全
世
界
の
穀
物
輸
出
量
の
七
五
銘
近
く
を
占
め
る
が
、
こ
れ
か
ら
の
数
十
年
も
そ
の
役

割
が
強
ま
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
世
界
は
ア
メ
リ
カ
の
余
剰
穀
物
に
依
存
す
る
こ
と
に
な
り
、
と
く
に
食
糧
不
足
に
悩
む
貧
し
い
国
に

対
す
る
ア
メ
リ
カ
の
影
響
力
は
強
ま
る
だ
ろ
う
。
地
球
が
寒
冷
化
に
向
か
っ
て
い
る
と
い
う
気
象
学
者
の
学
説
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、
食

糧
の
絶
対
不
足
は
不
可
避
で
あ
る
。
:
:
ア
メ
リ
カ
は
世
界
の
輸
出
可
能
穀
物
の
大
半
を
管
理
す
る
固
と
し
て
、
第
二
次
大
戦
直
後
に
握

っ
た
支
配
的
地
位
を
再
び
確
保
す
る
可
能
性
が
あ
る
」

ま
た
『
フ
ォ

I
リ
ン
・
ア
フ
ェ
ア

l
ズ
』
誌
が
一
九
八
一
年
の
春
季
号
に
掲
載
し
た
「
穀
物
輸
出
ブ

l
ム
」
と
い
う
一
文
は
、
そ
の
中

戦
後
ア
メ
リ
カ
農
業
と
日
本
の
米
価
問
題

二
九
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。

で
「
ア
メ
リ
カ
の
穀
物
輸
出
量
は
、

一
九
五

O
年
に
は
わ
ず
か
一
五

O
O万
ト
ン
に
す
ぎ
な
か
っ
た
が
、

一
九
八
一
年
に
は
一
億
一
九

O

O
万
ト
ン
に
達
す
る
」
と
の
べ
て
い
る
。

世
界
の
穀
物
貿
易
に
占
め
る
ア
メ
リ
カ
の
比
重
ほ
、
小
麦
四

C
M強
、
飼
料
用
穀
物
七

O
勉
強
、
大
豆
八

O
M強
、
ま
た
米
で
す
ら
二

O
Mに
も
な
る
。
ア
メ
リ
カ
中
心
の
穀
物
世
界
市
場
は
と
り
も
な
お
さ
ず
、
ア
メ
リ
カ
に
支
配
さ
れ
た
「
食
糧
国
際
秩
序
」
と
い
え
る
。

こ
の
世
界
支
配
は
、
現
実
に
は
少
数
の
巨
大
穀
物
商
社
の
流
通
支
配
と
し
て
具
体
化
さ
れ
て
い
る
。

一
九
七
七
年
大
豆
投
機
で
倒
産
し
た

ク
ッ
ク
を
除
き
現
在
、
ア
メ
リ
カ
に
は
五
入
社
の
穀
物
輸
出
業
者
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
な
か
の

か
ビ
ッ
グ

5
u
と
よ
ば
れ

る
巨
大
穀
物
商
社
・

「
メ
ジ
ャ
ー
」
は
、
規
模
の
大
さ
い
順
に
な
ら
べ
る
と
ア
メ
リ
カ
の
カ

i
ギ
ル
、

コ
ン
チ
ネ
ン
タ
ル
・
グ
レ
イ
ン

と
、
ブ
ン
ゲ
(
オ
ラ
ン
ダ
系
)
、

ル
イ
・
ド
レ
ブ
ェ
ス
(
フ
ラ
ン
ス
系
)
、
ア
ン
ド
レ
(
ス
イ
ス
系
)
で
あ
る
。

そ
し
て
現
在
ア
メ
リ
カ
の
穀
物
輸
出
は
、
世
界
穀
物
輸
出
量
の
六

O
勉
強
を
占
め
る
が
、
そ
の
大
半
は
カ

i
ギ
ル
と
コ
ン
チ
ネ
ン
タ
ル

の
二
社
が
扱
い
、

8

ビ
ッ
グ

5
0
す
べ
て
を
合
わ
せ
る
と
、
そ
の
取
り
扱
い
量
は
ア
メ
リ
カ
の
穀
物
輸
出
の
八
五
%
に
も
達
し
、
か
れ
ら

を
中
心
に
展
開
さ
れ
る
ア
メ
リ
カ
の
農
産
物
貿
易
収
玄
は
、
黒
字
二
三
九
億
ド
ル
(
一
九
七
九
年
度
)
に
も
達
す
る
。

赤
字
が
問
題
と
な

っ
て
い
る
貿
易
収
支
の
中
で
、
農
産
物
は
国
際
競
争
力
の
も
っ
と
も
強
い
商
品
の
最
右
翼
に
あ
げ
ら
れ
る
。
(
前
出
金
氏
論
文
、
九
五
1
六
べ

ー
ジ
)『

農
業
年
鑑
h

一
九
八
二
年
版
に
よ
れ
ば
ア
メ
リ
カ
の
農
産
物
輸
出
は
、
七
四
年
に
ニ

O
O億
ド
ル
ム
ロ
を
記
録
し
て
以
来
増
大
を
続

け
、
別
表
の
よ
う
に
七
六
年
三
ユ

O
億
ド
ル
、
七
七
年
二
三
六
億
ド
ル
、
七
八
年
一
一
九
四
億
ド
ル
、
七
九
年
三
四
八
億
ド
ル
、
八

O
年
四

一
三
億
ド
ル
、
八
一
年
に
は
四
六

O
億
ド
ル
以
上
が
予
測
さ
れ
、
総
輸
出
に
占
め
る
そ
の
割
合
は
二

O
M前
後
で
推
移
し
て
お
り
、
総
輸

出
の
伸
び
と
ほ
ぼ
同
程
度
の
高
い
率
を
維
持
し
て
き
た
。



農
産
物
貿
易
の
収
支
も
常
に
別
表
の
示
す
よ
う
に
黒
字
で
、
七
六
年
一
二
三
億
ド
ル
、
七
七
年
一

O
二
億
ド
ル
、
七
八
年
一
四
六
億
ド

ル
、
七
九
年
一
八

O
億
ド
ル
、
八

O
年
二
三
九
億
ド
に
ル
達
し
、
有
力
輸
出
産
業
を
形
成
し
て
い
る
。

で
飼
料
穀
物
、
綿
花
、

八

O
年
の
ア
メ
リ
カ
の
農
産
物
輸
出
は
前
述
の
よ
う
に
対
前
年
一
九
Mm
ハ
六
五
億
ド
ル
)
増
の
四
二
二
億
ド
ル
で
あ
っ
た
。

こ
の
な
か

コ
ム
ギ
、
油
粕
、
果
実
は
高
い
増
加
率
で
あ
っ
た
が
、
ダ
イ
ズ
は
わ
ず
か
三

Mm
の
増
加
に
と
ど
ま
っ
た
。
飼
料
穀

物
は
九
八
億
ド
ル
で
農
産
物
総
輪
出
額
の
二
四
鋭
、

コ
ム
ギ
は
六
六
億
ド
ル
で
一
六
%
、
ダ
イ
ズ
は
五
九
億
ド
ル
で
一
四
%
で
あ
っ
た
。

主
要
な
輸
出
先
は
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
日
本
、
中
南
米
、
ア
ジ
ア
諸
国
、

O
P
E
C
、
ソ
連
、
中
国
等
で
あ
る
が
、
単
一
国
家
と
し
て

は
日
本
が
最
大
の
輸
入
国
で
あ
り
、
六
三
億
ド
ル
、
対
前
年
一
九
・
七
労
の
伸
。
ひ
で
、
こ
れ
は
全
体
の
伸
び
率
を
上
回
っ
て
い
る
。
ア
メ

リ
カ
の
農
産
物
輸
出
の
六
分
の
一
は
日
本
向
け
と
な
コ
て
い
る
。

ハ
5
〉
注
目
本
が
ア
メ
リ
カ
農
産
物
の
最
右
翼
の
市
場
と
な
る
に
あ
た
っ
て
、
米
食
を
パ
ン
食
に
か
え
る
た
め
周
到
な
作
戦
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
今
や

常
識
と
な
っ
て
い
る
。
当
初
一
流
の
識
者
が
コ
メ
を
食
う
と
パ
カ
に
な
る
と
い
う
宣
伝
を
、
も
っ
と
も
ら
し
く
行
っ
て
い
た
。
ま
た
第
三
世
界
に
対

す
る
ア
メ
リ
カ
の
自
立
的
農
業
否
定
政
策
も
今
日
の
「
食
糧
危
機
」
造
成
の
有
力
な
原
因
で
あ
る
@
こ
の
点
を
金
氏
の
前
出
論
文
の
引
用
に
よ
っ
て

示
そ
う
@

「
ま
ず
穀
物
と
い
っ
た
場
合
、
そ
の
市
場
は
主
食
用
と
飼
料
用
に
大
別
さ
れ
る
つ
」
の
他
、
工
業
用
原
料
等
も
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
除
く
三
主
食
用
の

小
麦
を
例
に
と
っ
て
み
た
場
合
、
ア
メ
リ
カ
の
戦
略
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
従
来
か
ら
パ
ン
を
主
食
と
す
る
生
活
地
域
へ
の
販
売
シ
ェ
ア
を
拡
大

す
る
こ
と
に
向
け
ら
れ
た
。
む
し
ろ
特
徴
的
な
の
は
、
パ
ン
食
、
小
麦
と
競
合
関
係
に
あ
る
米
食
を
主
食
と
す
る
生
活
地
域
に
た
い
し
て
で
あ
っ

た
@
そ
れ
は
食
生
活
体
系
ま
で
強
引
に
変
化
さ
せ
、
小
麦
消
費
市
場
に
転
換
さ
せ
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

従
来
、
米
食
地
帯
で
あ
る
日
本
、
韓
国
に
お
い
て
パ
ン
食
へ
の
転
換
が
な
さ
れ
る
大
き
な
契
機
は
、
周
知
の
よ
う
に
戦
後
の
い
わ
ゆ
る
『
食
糧
難
』

の
時
代
に
『
食
糧
援
助
』
と
そ
れ
に
も
と
づ
く
学
校
給
食
で
あ
っ
た
。

食
生
活
習
慣
は
歴
史
的
に
形
成
・
固
着
化
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
れ
を
転
換
す
こ
と
は
難
し
い
と
さ
れ
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
は
長
年
に
わ
た
っ
て
そ

の
食
生
活
の
転
換
ま
で
計
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
販
売
シ
ェ
ア
を
拡
張
し
て
い
っ
た
。
『
ガ
リ
オ
ア
』
『
エ
ロ
ア
』
等
の
い
わ
ゆ
る
『
緊
急
食
糧
援
助
』

戦
後
ア
メ
リ
カ
農
業
と
日
本
の
米
価
問
題
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〈単位:億ドル.9百〉

1976年 77 78 79 80 

ヨ寝室
農産物輸出額 230.0 236.4 294.1 347.5 412.6 18.7 

農産物輸入額 105.1 134.6 148.0 167.2 173.6 3.8 

収 支 122.5 102.0 146.1 180.2 238.9 32.6 

日 本 35.6 38.9 44.4 52.9 63.3 19.7 

別輸国 オ ブ ン ダ 18.8 21. 2 23.3 26.5 34.8 31. 3 

メ キ シ コ 3. 7 6.6 9.0 10.3 24.9 141. 7 
出
中 国 。 0.6 5.7 10.0 22.7 127.0 額
カ ナ ダ 14.9 15.4 16.4 16.9 19.1 13.0 

アメリカの農産物貿易

アメリカ農務省「農産物貿易統計」による。

(~日本農業年鑑~ 1982年版.362ページ〉

〔備考]

が
ま
ず
そ
の
た
め
投
下
さ
れ
た
」
(
九
四
ペ
ー
ジ
)

「
こ
ん
に
ち
食
糧
危
機
の
問
題
は
、
現
実
に
は
第
三
世
界
の
問
題
と
し
て
提
起

さ
れ
て
い
る
。

F
A
O
の
発
表
に
よ
る
と
、
開
発
途
上
国
全
体
で
四
億
五
、
五

O

O
万
人
が
飢
餓
線
上
を
さ
ま
よ
っ
て
い
る
と
い
う
。
一
方
の
極
で
は
『
余
剰
農
産

物
』
が
問
題
と
な
り
、
他
方
の
極
で
は
『
飢
餓
』
が
問
題
と
な
る
。
こ
こ
に
食
糧

危
機
の
問
題
を
本
質
的
に
は
生
産
力
の
問
題
に
限
定
で
き
な
い
所
以
が
あ
る
。

第
三
世
界
、
発
展
途
よ
国
が
か
か
え
て
い
る
食
糧
・
農
業
の
国
難
は
、
そ
の
源

流
を
か
つ
て
の
宗
主
国
・
帝
国
主
義
者
の
植
民
地
収
奪
政
策
に
た
ど
る
こ
と
が
で

き
る
@
し
か
し
独
立
後
こ
ん
に
ち
に
い
た
っ
て
も
植
民
地
の
き
ず
跡
を
理
め
る
こ

と
も
で
き
ず
、
食
糧
自
給
を
達
成
で
き
な
い
で
い
る
@
そ
れ
に
は
自
然
的
地
理
的

条
件
と
と
も
に
、
ア
メ
リ
カ
の
食
糧
戦
略
と
一
体
化
し
た
『
近
代
化
・
開
発
戦
略
』

が
深
く
か
か
わ
っ
て
い
る
@

『
近
代
化
・
開
発
戦
略
』
は
六

O
年
以
降
本
格
化
す
る
が
、
な
に
よ
り
も
特
徴
的

な
の
は
そ
れ
が
工
業
化
の
名
の
も
と
に
、
農
業
否
定
の
政
策
と
し
て
展
開
さ
れ
た

点
で
あ
る
。
つ
ま
り
近
代
化
と
ヱ
業
化
が
同
意
語
の
よ
う
に
と
ら
え
ら
れ
、
農
業

国
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
は
工
業
化
の
た
め
に
犠
牲
と
な
っ
た
。
開
発
は
結
局
、
ア

メ
リ
カ
農
業
に
食
糧
を
依
存
す
る
形
で
、
い
わ
ゆ
る
『
国
際
分
業
』
の
美
名
の
も

と
に
展
開
さ
れ
た
。
も
ち
ろ
ん
そ
の
工
業
化
と
て
、
新
し
い
『
モ
ノ
カ
ル
チ
ャ
ー
』

と
し
て
多
国
籍
企
業
の
下
語
的
な
も
の
に
ピ
ル
ト
・
イ
ン
さ
れ
た
も
の
で
ヱ
業
化

の
名
に
値
し
な
い
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

こ
こ
で
も
『
食
糧
危
機
の
潜
在
化
』
が
体
系
的
に
構
築
さ
れ
て
い
っ
た
」

八

I
九
九
ペ
ー
ジ
)

〆目、

九



韓
国
と
日
本
に
つ
い
て
金
氏
は
前
掲
論
稿
で
次
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。

「
韓
国
が
示
す
低
い
自
給
率
は
、
多
く
の
問
題
を
は
ら
ん
で
い
る
。
自
給
率
五
八
%
に
た
い
す
る
『
不
足
率
』
は
四
二
%
と
い
う
こ
と

に
な
り
、
そ
れ
を
人
口
比
で
換
算
す
れ
ば
、
約
一
、
五
五
四
万
人
分
の
食
糧
不
足
と
い
え
る
。
こ
の
人
口
数
は
、
五
大
都
市
の
ソ
ウ
ル
、

釜
山
、
大
郎
、
仁
川
、
光
州
(
以
上
一
、
四
五
O
万
)
に
大
田
、
馬
山
ま
で
含
め
た
七
、
大
都
市
の
人
口
に
匹
敵
す
る
。

か
つ
て
穀
倉
地
帯
と
い
わ
れ
た
韓
国
が
、

七
大
都
市
の
人
口
を
常
時
飢
餓
状
態
に
お
と
し
い
れ
る
『
潜
在
的
可
能
性
』
、

危
険
性
を
は

ら
み
、
食
糧
危
機
を
つ
ね
に
潜
在
さ
せ
た
形
で
か
か
え
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

日
本
の
場
合
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
さ
ら
に
深
刻
で
あ
る
。
人
口
比
で
い
え
ば
、
約
三
、
六
一
ニ

O
万
人
分
の
食
糧
し
か
国
内
生
産
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
し
か
し
日
本
の
農
家
人
口
は
、
約
二
、
二

O
O万
と
い
わ
れ
る
た
め
、

こ
の
『
自
家
消
費
』
を
除
く

と
、
都
市
住
民
に
供
給
で
き
る
食
糧
は
、

一
、
四
一
二

O
万
人
分
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
人
口
は
、
東
京
都
内
、
横
浜
、
大
阪
を
は
じ
め
札
幌

ま
で
の
七
大
都
市
の
人
口
(
約
一
、
九
七
三
万
)
に
大
体
見
合
う
数
で
あ
る
。

八
位
の
北
九
州
以
下
の
都
市
住
民
六
、

八
五
六
万
人
分
の

食
糧
は
、
不
足
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
の
食
糧
危
機
が
飢
餓
と
い
う
形
で
顕
在
化
し
な
い
の
は
、
借
款
で
あ
れ
ど
う
で
あ
れ
、
食
糧
輸
入
が
可
能
で
あ
り
、
そ
の
食
糧
輸
入

に
充
当
す
る
外
貨
の
支
払
が
維
持
さ
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

と
は
い
え
そ
の
外
貨
負
担
は
き
わ
め
て
大
き
い
。
韓
国
の
穀
物
輸
入
額
は
(
一
九
八
O
年)、

一
O
億
九
、
二
三

O
万
ド
ル
で
、
総
輸
入

額
二
一
三
億
九
、

一
七

O
万
ド
ル
の
約
五
Mm
を
占
め
る
。
そ
れ
を
貿
易
収
支
の
赤
字
四
七
億
六
、

O
一
O
万
ド
ル
と
比
較
す
る
と
、
約
四

分
の
一
を
占
め
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
日
本
の
場
合
、

一
方
で
は
『
減
反
』
を
強
行
し
な
が
ら
も
、
輸
入
穀
物
額
は
約
一

O
O億
ド

ル
に
も
達
す
る
」

(
九
三
ペ
ー
ジ
)

戦
後
ア
メ
リ
カ
農
業
と
日
本
の
米
価
問
題

一一一一一



戦
後
ア
メ
リ
カ
農
業
と
日
本
の
米
価
問
題

四

以
上
の
よ
う
に
日
本
お
よ
び
韓
国
の
食
糧
危
機
を
潜
在
化
さ
せ
た
原
動
力
こ
そ
は
、
ア
メ
リ
カ
の
「
余
剰
農
産
物
処
理
」
で
あ
り
、
そ

の
販
売
戦
略
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
し
て
第
三
世
界
へ
の
攻
撃
は
と
く
に
強
烈
な
も
の
が
あ
る
。

(
6
〉
韓
国
へ
の
「
余
剰
農
産
物
援
助
」
が
如
何
に
作
用
し
た
か
に
つ
い
て
、
金
氏
は
さ
ら
に
次
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。

「
周
知
の
よ
う
に
六

0
年
代
前
半
ま
で
の
対
韓
援
助
の
主
内
容
は
、
品
目
で
い
え
ば
余
剰
農
産
物
で
あ
っ
た
し
、
工
業
用
設
備
、
原
資
材
と
い
っ

て
も
そ
の
比
重
は
低
か
っ
た
。

こ
れ
が
韓
国
内
で
販
売
さ
れ
、
国
内
通
貨
が
政
府
予
算
に
見
返
資
金
と
し
て
積
み
立
て
ら
れ
る
Q

そ
の
額
は
五

0
年
代
当
時
で
予
算
の
二
一

0
1四

O
勿
を
占
め
て
い
た
。
い
ま
日
本
の
予
算
は
約
三

O
Mを
赤
字
国
債
に
依
存
し
て
い
る
こ
と
で
、
非
常
に
問
題
と
な
っ
て
い
る
が
、
韓
国
の
場
合
、

見
返
資
金
で
そ
れ
を
充
当
し
て
い
た
。
予
算
の
う
ち
国
防
費
の
占
め
る
割
合
が
こ
れ
ま
た
一
二

0
1四
O
M
で
あ
っ
た
た
め
、
六

O
万
軍
隊
の
維
持
費

は
、
基
本
的
に
余
剰
農
産
物
の
販
売
代
金
で
賄
わ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

そ
れ
ば
か
り
で
は
な
い
。
韓
国
の
い
わ
ゆ
る
財
閥
と
い
わ
れ
る
資
本
家
・
買
弁
資
本
は
、
そ
の
致
富
ま
た
資
本
蓄
積
を
、
こ
の
余
剰
農
産
物
の
販

買
に
た
ず
さ
わ
る
か
、
も
し
く
は
工
業
生
産
の
原
料
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
行
っ
た
。
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
余
剰
農
産
物
の
内
容
は
、
「
三

白
」
と
い
わ
れ
る
小
麦
、
綿
花
、
原
糖
で
あ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
は
消
費
地
製
品
化
方
式
に
も
と
づ
き
、
こ
れ
を
製
品
化
す
る
た
め
、
製
粉
、
紡
績
、

製
糖
工
場
を
韓
国
に
設
置
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
こ
の
「
利
権
」
を
特
定
の
者
に
独
占
さ
せ
た
。
物
資
不
足
の
当
時
、
特
権
は
直
ち
に
巨
富
を
意

味
し
た
。
工
業
資
本
の
育
成
、
ま
た
「
工
業
化
」
は
、
余
剰
農
産
物
処
理
と
一
体
化
さ
れ
た
軽
工
業
・
「
一
二
自
」
部
門
中
心
で
あ
っ
た
Q

さ
ら
に
こ
の
製
品
化
・
工
業
化
は
、
ア
メ
リ
カ
の
政
策
遂
行
を
積
極
的
支
持
す
る
政
治
的
支
柱
の
育
成
を
意
味
す
る
@
す
な
わ
ち
貿
弁
資
本
の
育

成
は
、
余
剰
農
産
物
援
助
を
て
こ
に
し
て
展
開
さ
れ
た
。
も
ち
ろ
ん
か
れ
ら
の
一
設
備
投
資
の
た
め
の
財
政
投
融
資
は
見
返
資
金
の
一
部
に
よ
っ
て
充

当
さ
れ
た
。

こ
の
代
償
と
し
て
韓
国
が
払
っ
た
代
価
は
大
き
い
。
綿
花
生
産
は
一

O
O
M輸
入
綿
に
転
換
さ
れ
、
綿
花
畑
は
全
滅
し
た
@
ま
た
前
述
の
よ
う
に

穀
倉
地
帯
で
食
糧
輸
出
力
を
も
っ
た
韓
国
が
、
食
糧
輸
入
国
に
転
落
す
る
結
果
と
な
っ
た
。

ア
メ
リ
カ
農
産
物
に
従
属
す
る
形
で
経
済
構
造
が
確
立
す
る
や
、
当
初
「
無
償
」
で
あ
っ
た

P
L
四
八

O
号
は
、
六

O
年
末
以
来
「
有
償
」
に
切

り
換
え
ら
れ
た
Q

そ
の
食
糧
輸
入
金
額
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
一
九
八

0
年
度
で
約
十
一
億
ド
ル
に
達
す
る
」
(
九
六
J
七
ペ
ー
ジ
)

韓
国
で
の
小
麦
を
例
に
す
る
と
、
ア
メ
リ
カ
小
麦
の
輸
入
量
は
、
国
内
消
費
量
の
九
四
%
に
達
し
、
自
給
率
は
わ
ず
か
二
・
四
%
、
あ
と
の
四
Mm



弱
は
ア
メ
リ
カ
以
外
か
ら
の
輸
入
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
米
、
小
麦
、
豆
類
等
の
す
べ
て
を
合
ん
だ
韓
国
の
食
糧
自
給
率
は
、
年
々
低
下
し
、
一
九
六
五
年
に
九
三
一
・
九
%
だ
っ
た
の
が
、
七

G
年
に
は

八

0
・
五
労
、
七
九
年
に
は
五
九
・
九
%
と
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
ア
メ
リ
カ
の
食
糧
戦
略
は
、
韓
国
に
お
い
て
典
型
的
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
単
な
る
販
売
に
と
ど
ま
ら
ず
社
会
階
級
関
係
、
経
済
構

造
を
再
編
す
る
こ
と
を
内
容
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

(

7

)

武
器
と
し
て
の
ア
メ
リ
カ
の
食
糧
戦
略
は
、
と
く
に
第
三
世
界
に
向
け
ら
れ
て
い
る
@

そ
の
一
例
は
チ
リ
に
成
立
し
た
ア
ゼ
ン
デ
社
会
主
義
政
権
に
た
い
し
て
と
ら
れ
た
「
禁
輸
」
措
置
で
あ
っ
た
「
ア
ゼ
ン
デ
政
権
が
樹
立
さ
れ
る

や
、
ア
メ
リ
方
は
周
知
の
よ
う
に

C
I
A
に
よ
る
破
壊
工
作
を
進
め
る
と
と
も
に
、
穀
物
輸
出
を
停
止
し
た
。
こ
の
た
め
瞬
時
に
し
て
穀
物
価
格
は

暴
騰
し
、
イ
ン
フ
レ
が
激
化
し
、
社
会
不
安
が
急
速
に
高
ま
り
、
反
革
命
勢
力
が
忌
を
ふ
き
か
え
す
状
況
が
つ
く
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ア
ゼ
ン

デ
政
権
へ
の
反
革
命
軍
事
ク
ー
デ
タ
ー
の
う
ら
に
は
、
『
武
器
』
と
し
て
の
食
糧
が
あ
っ
た
」
(
前
出
、
金
論
文
九
七
ペ
ー
ジ
〉
の
で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
の
食
糧
政
策
の
実
行
担
当
者
は
、
穀
物
メ
ジ
ャ
ー
で
あ
る
。
越
承
世
間
氏
は
H

穀
物
パ
ア

l
u
の
威
力
を
示
す
実
例
の
一
つ
と
し
て
ザ
イ

l
ル
を
上
げ
て
次
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
Q

「
舞
台
は
ア
フ
リ
カ
の
ザ
イ
I
ル
で
あ
り
、
憲
接
、
引
き
金
を
引
い
た
の
は
n
穀
物
メ
ジ
ャ
ー
e

の
位

置
を
占
め
る
コ
ン
チ
ネ
ン
タ
ル
社
で
あ
る
。
一
九
六

O
年
、
ベ
ル
ギ
ー
か
ら
独
立
し
た
ザ
イ
I
ル
は
、
外
国
通
貨
で
余
剰
穀
物
を
売
却
で
き
る
と
し

た
ア
メ
リ
カ
政
府
の

P
L
4
8
0
に
よ
り
、
以
来
ア
メ
リ
カ
小
麦
を
大
量
に
輸
入
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
結
果
、
白
メ
イ
ズ
と
マ
ニ
オ
l
ク
を
主
食

と
し
て
い
た
従
来
の
食
生
活
に
変
化
が
生
じ
た
。
小
麦
粉
を
材
料
と
す
る
パ
ン
が
主
食
に
と
っ
て
変
わ
っ
た
の
で
あ
る
@
こ
う
し
た
状
況
を
背
景
に

一
九
七
三
年
五
月
、
多
国
籍
化
の
一
環
と
し
て
コ
ン
チ
ネ
ン
タ
ル
祉
は
ザ
イ

l
ル
に
進
出
。
製
粉
ヱ
場
を
建
設
し
操
業
を
開
始
し
た
@
n
事
件
e

は

そ
れ
か
ら
二
年
後
の
一
九
七
六
年
に
起
っ
た
。
ザ
イ
l
ル
経
済
は
銅
と
コ
バ
ル
ト
の
輸
出
に
頼
っ
て
い
る
が
、
一
九
七
四
年
そ
の
銅
の
国
際
価
格
が

下
落
し
た
た
め
、
ザ
イ
i
ル
の
外
貨
は
底
を
つ
く
破
目
と
な
り
、
コ
ン
チ
ネ
ン
タ
ル
社
の
製
粉
工
場
で
使
用
さ
れ
る
ア
メ
リ
カ
小
麦
の
代
金
が
払
え

な
く
な
っ
た
。
ザ
イ
l
ル
政
府
と
コ
ン
チ
ネ
ン
タ
ル
社
の
間
で
、
こ
と
の
解
決
を
め
ぐ
っ
て
折
衝
が
続
け
ら
れ
た
が
、
も
と
も
と
二
者
の
間
に
存
在

す
る
の
は
n
小
麦
H

と
そ
の

H

代
金
H

だ
け
で
あ
る
。
い
く
ら
折
衝
を
続
け
て
も
、
結
局
払
え
な
い
と
な
れ
ば
こ
と
の
解
決
を
み
る
こ
と
は
な
い
。

つ
い
に
業
を
煮
や
し
た
コ
ン
チ
ネ
ン
タ
ル
社
は
、
自
社
製
粉
工
場
向
け
の
小
麦
輸
出
を
全
面
ス
ト
ッ
プ
し
た
。
こ
の
効
果
は
て
き
面
で
あ
っ
た
。
ザ

イ
1
ル
国
内
は
、
た
ち
ま
ち
一
種
の
パ
ニ
ッ
ク
状
態
に
陥
っ
た
。
パ
ン
を
求
め
て
街
頭
に
立
ち
並
ぶ
人
々
の
列
は
、
日
増
し
に
長
く
な
っ
て
い
っ
た

の
で
あ
る
。
こ
う
な
る
と
、
す
で
に
勝
敗
は
決
し
て
い
た
。
や
む
な
く
ザ
イ

i
ル
政
府
は
、
代
金
を
ザ
イ

i
ル
中
央
銀
行
か
ら
現
金
で
支
払
う
こ

戦
後
ア
メ
リ
カ
農
業
と
日
本
の
米
価
問
題

五



戦
後
ア
メ
リ
カ
農
業
と
日
本
の
米
価
問
題

ー』ノ、

と
、
負
債
に
対
し
て
毎
月
一
0
0
万
ド
ル
ず
つ
返
済
す
る
こ
と
、
小
麦
粉
に
関
し
て
は
独
占
権
を
与
え
る
こ
と
、
そ
し
て
第
三
者
の
ザ
イ
i
ル
へ
の

小
麦
粉
出
荷
申
請
に
対
し
て
は
そ
の
認
可
権
を
付
与
す
る
こ
と
、
等
の
内
容
を
も
り
こ
ん
だ
コ
ン
チ
ネ
ン
タ
ル
社
側
の
要
求
を
す
べ
て
受
け
入
れ
た

の
で
あ
る
。
:
i
こ
と
の
良
し
悪
し
を
判
断
す
る
間
も
な
く
パ
ン
を
主
食
と
す
る
よ
う
に
仕
向
け
ら
れ
、
そ
の
パ
ン
を
作
る
輸
入
小
麦
が
ネ
ッ
ク
と

な
っ
て
ザ
イ
l
ル
の
自
主
性
は
ア
メ
リ
カ
に
侵
蝕
さ
れ
る
破
日
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
」
ハ
「
北
韓
見
聞
録
」
、
『
統
一
評
論
』
一
九
八
二
年
一
尽
号
、
二
一
七

t
八
ペ
ー
ジ
)

j¥ 

食
糧
自
給
へ
の
途
と
平
壌
宣
言

世
界
的
な
食
糧
危
機
と
一
部
の
発
展
途
上
国
で
の
悲
惨
な
情
況
が
、
こ
の
と
こ
ろ
屡
々
重
要
な
問
題
と
し
て
報
道
さ
れ
て
い
る
。

最
近
十
年
間
に
、
六

O
余
り
の
発
展
途
上
国
で
の
一
人
当
た
り
の
食
糧
生
産
量
は
大
幅
に
減
退
し
た
と
い
う
。
そ
し
て
こ
の
う
ち
の
十

五
カ
国
で
は
食
糧
の
絶
対
的
生
産
量
す
ら
減
退
し
た
と
い
う
。
世
界
食
糧
会
議
と
第
五
回
非
同
盟
諸
国
首
脳
会
議
で
う
ち
出
し
た
年
四
%

の
最
低
限
度
の
増
産
率
は
、
い
ま
だ
に
二
・
五

t
二
・
七
勿
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
か
つ
て
は
食
糧
を
自
給
し
、
輸
出
ま
で

行
な
っ
て
い
た
第
三
一
世
界
が
一
九
人

O
年
に
は
九

0
0
0万
ト
ン
の
穀
物
を
輸
入
し
、
八
一
年
に
は
一
億
ト
ン
に
達
す
る
も
の
と
み
ら
れ

て
い
る
。

こ
う
し
て
第
三
世
界
の
三
分
の
一
に
当
た
る
十
億
の
人
口
が
飢
餓
と
栄
養
失
調
に
直
面
し
、
将
来
、
こ
の
ま
ま
で
進
め
ば
、
今
世
紀
末

に
は
、
発
展
途
上
国
の
食
糧
不
足
は
一
億
八

0
0
0万
ト
ン
、
肉
不
足
は
一
四

O
O万
ト
ン
に
達
す
る
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
う
え
第
三
世
界
の
多
く
の
国
は
か
つ
て
の
宗
主
国
に
よ
っ
て
奇
形
的
な
農
業
構
造
を
強
行
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
生
産
面
で

は
、
先
進
国
は
生
活
に
必
須
の
食
糧
を
生
産
し
、
発
展
途
上
国
は
植
民
地
時
代
か
ら
の
古
い
分
業
体
系
に
し
ば
ら
れ
、
二
義
的
な
噌
好
農

産
物
を
主
に
生
産
し
て
い
る
。

発
展
途
上
国
は
世
界
的
に
コ
ー
ヒ
ー
(
一

O
O
M
Z、
コ
コ
ア
2
0
0
%
)
、
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
(
八
八
・
七
%
)
、



サ
ト
ウ
キ
ビ
ハ
九
一

M3
を
生
産
し
て
い
る
。
ま
た
、

世
界
農
業
人
口
の
約
十
七
Mm
と
耕
地
面
積
の
二
五
Mm
を
占
め
る
先
進
国
が
、
今

日
、
世
界
食
糧
生
産
の
三
分
の
二
を
占
め
て
い
る
の
に
、
世
界
農
業
人
口
の
八

O
Mを
占
め
る
発
展
途
上
国
は
、
世
界
食
糧
の
三
分
の
一

し
か
生
産
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
不
合
理
な
分
業
体
系
、
交
易
制
度
の
た
め
、
発
展
途
上
国
の
一
人
当
た
り
食
糧
分
配
は
、
先

進
国
の
五

C
Mに
ナ
ぎ
ず
、

一
方
で
餓
死
者
が
い
る
か
と
思
え
ば
、
他
方
で
は
栄
養
過
多
と
肥
満
症
に
よ
る
病
人
が
み
ら
れ
る
の
で
あ

る
。
こ
う
し
た
情
況
下
で
、

一
九
八
一
年
一
月
、
レ
ー
ガ
ン
新
政
権
の
農
務
長
官
に
指
名
さ
れ
た
ジ
ョ
ン
・
ブ
ロ
ッ
ク
は
、

「
食
糧
は
武

器
で
あ
る
」
と
発
言
し
、
注
目
を
あ
び
た
。

で
は
、
発
展
途
上
国
に
お
け
る
食
糧
危
機
の
根
本
原
因
は
何
で
あ
ろ
う
か
。

そ
の
第
一
は
、
か
つ
て
の
植
民
地
時
代
の
後
遺
症
と
も
い
う
べ
き
農
業
基
盤
の
脆
弱
性
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
国
内
は
、
食
糧
の
生
産
で

は
な
く
、
輸
出
目
的
の
工
芸
作
物
等
の
単
作
経
営
と
い
う
か
つ
て
宗
主
国
に
よ
っ
て
強
要
さ
れ
た
奇
形
的
な
農
業
構
造
に
い
ま
だ
わ
か
れ

て
い
る
。

例
え
ば
、
農
業
人
口
が
六

Owmも
占
め
る
ガ
l
ナ
ー
で
は
、
主
要
農
産
物
と
い
え
ば
独
立
前
か
ら
の
コ
コ
ア
、
バ
ナ
ナ
、
ピ

i
ナ
ツ
、

コ
ー
ヒ
ー
、
郁
子
、
生
ゴ
ム
、
そ
し
て
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
輸
出
用
工
芸
作
物
に
す
ぎ
ず
、
食
糧
と
し
て

国
内
需
要
を
満
た
す
も
の
で
は
な
い
。
現
在
、
こ
う
し
た
奇
形
性
を
克
服
し
、
農
業
の
多
角
経
営
へ
の
転
化
が
は
か
ら
れ
て
い
る
と
い

、つノ。
ま
た
こ
れ
ら
諸
国
で
は
、
農
業
の
物
質
的
技
術
的
土
台
が
後
進
性
の
ま
ま
で
あ
り
、
農
業
技
術
の
人
材
が
不
足
し
て
い
る
。
か
つ
て
の

植
民
地
主
義
者
が
、
自
己
の
利
益
の
た
め
、
そ
の
国
の
人
民
の
た
め
の
食
糧
自
給
は
お
ろ
か
、
農
業
発
展
自
体
を
抑
制
、
破
壊
し
て
、
自

分
た
ち
に
依
存
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
態
に
追
い
込
ん
だ
た
め
で
あ
る
。
農
機
械
は
勿
論
ク
ワ
や
カ
マ
な
ど
の
初
歩
的
な
農
機
具
工
場
す
ら

戦
後
ア
メ
リ
カ
農
業
と
日
本
の
米
価
問
題

七
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つ
く
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
発
展
途
上
国
は
長
い
問
、
現
在
に
い
た
る
ま
で
先
進
国
へ
の
依
存
な
し
に
は
生
さ
る
こ
と
が
困
難
な
状

態
に
置
か
れ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
楠
民
地
主
義
の
残
し
た
且
灰
岩
木
構
造
の
奇
形
化
、
農
業
基
盤
の
脆
弱
性
こ
そ
が
自
糧
白
給
の
基
本
障
害

物
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
異
常
気
候
が
重
な
れ
ば
そ
の
打
撃
は
甚
大
で
あ
る
。

第
二
の
要
因
は
、
前
述
の
よ
う
な
ア
メ
リ
カ
を
は
じ
め
と
す
る
帝
国
主
義
勢
力
が
、
食
糧
を
武
器
に
、
こ
れ
ら
の
諾
国
に
政
治
的
圧
力

を
加
え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
か
れ
ら
は
自
国
の
余
剰
農
産
物
援
助
と
ひ
き
か
え
に
、
こ
れ
ら
の
国
々
を
再
び
従
属
さ
せ
、
そ
の
支
配
園

に
と
り
こ
も
う
と
画
策
し
て
い
る
。
従
っ
て
食
糧
自
給
問
題
は
、
単
に
、
飢
え
か
ら
の
解
放
と
い
う
問
題
で
は
な
く
、
国
の
独
立
と
民
族

の
自
主
権
を
擁
護
す
る
た
め
の
政
治
的
な
問
題
で
あ
り
、
更
に
新
し
い
世
界
的
な
経
帯
秩
序
を
つ
く
り
上
げ
て
、
世
一
界
平
和
と
安
全
を
守

る
た
め
の
課
題
で
あ
る
。

一
九
八
一
年
八
月
二
六
白
か
ら
三
一
日
ま
で
の
六
日
間
、
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
の
首
都
、
平
壌
で
非
同
盟
諸
国
お
よ
び
発
展
途

上
諸
国
食
糧
・
農
業
増
産
討
論
会
が
聞
か
れ
た
。
八
一
ヶ
国
と
十
四
の
国
際
機
構
か
ら
の
代
表
団
と
代
表
の
参
加
し
た
討
論
会
は
、

「食

糧
の
自
給
自
足
の
た
め
の
食
糧
お
よ
び
農
業
増
産
」
を
主
要
な
テ
!
?
と
し
て
、
食
糧
お
よ
び
農
業
分
野
で
達
成
し
た
経
験
を
交
流
し
、

食
糧
お
よ
び
農
業
増
産
の
た
め
の
方
途
と
、
こ
の
分
野
で
協
力
を
強
化
す
る
た
め
の
対
策
を
討
論
し
た
。

平
壌
農
業
討
論
会
は
、
非
同
盟
諸
国
、
発
展
途
上
国
が
直
面
し
て
い
る
深
刻
な
食
糧
危
機
を
打
開
し
、
食
糧
の
民
族
的
な
自
給
自
足
を

実
現
し
、
こ
れ
ら
諸
国
の
団
結
と
協
力
を
強
化
し
、
非
同
盟
運
動
を
な
お
い
っ
そ
う
拡
大
発
展
さ
せ
る
う
え
で
意
義
深
い
国
際
会
議
で
あ

っ
た
。金

日
成
主
席
は
こ
の
討
論
会
参
加
者
招
宴
で
行
な
っ
た
演
説
の
な
か
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
食
糧
問
題
、
最
業
問
題
は
非
同

盟
諸
国
と
発
展
途
上
同
が
新
社
会
を
建
設
す
る
上
で
必
ず
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
き
わ
め
て
重
要
、
か
っ
切
実
な
問
題
の
一
つ
で
あ



り
ま
す
。

非
同
盟
諸
国
と
発
展
途
上
諸
国
が
農
業
生
産
を
発
展
さ
せ
、
食
糧
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
は
、
帝
国
主
義
植
民
地
支
配
の
悪
結
果
を
一

掃
し
、
民
族
独
立
を
強
固
に
し
、
国
の
自
主
的
発
展
を
達
成
す
る
た
め
の
重
要
な
条
件
と
な
り
ま
す
。

非
同
盟
諸
国
と
発
展
途
上
諸
国
が
食
糧
問
題
を
円
満
に
解
決
す
る
た
め
の
基
本
方
途
は
、
自
国
の
農
業
を
発
展
さ
せ
て
食
糧
を
自
給
自

足
す
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

食
糧
問
題
は
す
な
わ
ち
農
業
問
題
で
あ
り
ま
す
。
自
国
の
農
業
を
発
展
さ
せ
な
い
か
ぎ
り
、
食
糧
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、

他
国
へ
の
依
存
と
従
属
を
免
れ
え
ま
せ
ん
。

非
同
盟
諸
国
と
発
展
途
上
諸
国
は
、
農
業
問
題
を
新
社
会
建
設
の
重
要
な
課
題
と
し
て
う
ち
だ
し
、
自
力
吏
生
の
革
命
精
神
を
発
揮
し

て
自
立
的
な
農
業
を
発
展
さ
せ
、
農
業
生
産
を
増
や
す
た
め
に
力
強
く
闘
争
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」

討
論
の
結
果
、
今
回
の
平
壌
会
議
で
は
次
の
一
二
点
が
確
認
さ
れ
た
。

川
農
業
生
産
を
高
め
、
食
糧
の
自
給
自
足
を
達
成
す
る
た
め
の
民
族
国
家
の
課
題

ω集
団
的
自
力
更
生
の
原
則
に
基
く
発
展
途
上
国
聞
の
協
力
の
強
化

川
国
際
経
済
秩
序
の
鍵
で
あ
る
新
し
い
食
糧
秩
序
確
立
の
た
め
の
闘
争

金
日
成
主
席
は
「
平
壌
会
議
L

で
の
「
招
宴
演
説
」
で
自
国
の
農
業
発
展
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。

「
わ
が
国
は
非
同
盟
運
動
の
一
加
盟
国
で
あ
り
、
発
展
途
上
に
あ
る
国
で
あ
り
ま
す
。
わ
が
国
は
世
界
の
多
く
の
新
興
諸
国
と
共
通
し

た
過
去
と
指
向
を
も
っ
て
お
り
、
自
主
的
で
繁
栄
す
る
新
社
会
を
建
設
す
る
た
め
に
た
た
か
っ
て
い
ま
す
。

か
つ
て
、
わ
が
国
は
非
常
に
立
ち
遅
れ
た
植
民
地
農
業
国
で
あ
り
ま
し
た
。
日
本
帝
国
主
義
の
植
民
地
支
配
か
ら
解
放
さ
れ
た
と
き
、

戦
後
ア
メ
リ
カ
農
業
と
日
本
の
米
価
問
題

九
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わ
が
国
の
農
業
の
物
質
按
術
的
土
台
は
き
わ
め
て
貧
弱
で
あ
っ
た
し
、
人
民
の
生
活
は
非
常
に
困
難
な
境
遇
に
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

わ
れ
わ
れ
は
新
社
会
建
設
の
道
に
入
っ
た
と
き
以
来
、
農
村
問
題
を
優
先
的
に
解
決
せ
ね
ば
な
ら
な
い
重
要
な
課
題
と
し
て
提
起
し
、
農

業
の
発
展
に
大
き
な
力
安
」
注
ぎ
ま
し
た
。

わ
れ
わ
れ
は
先
進
的
な
農
業
制
度
の
塞
礎
の
う
え
で
、
農
業
の
技
術
的
改
造
を
力
強
く
促
し
、
先
進
営
農
万
法
を
広
く
適
用
し
て
農
業

生
産
を
早
く
発
展
さ
せ
ま
し
た
。

わ
れ
わ
れ
は
水
利
化
、
電
化
、
機
械
化
、
化
学
化
を
農
村
技
術
革
命
の
基
本
課
題
に
規
定
し
、
農
村
の
技
術
革
命
を
力
強
く
行
な
い
ま

し
た
。わ
が
党
は
農
村
の
技
術
革
命
を
遂
行
す
る
に
あ
た
っ
て
、
わ
が
国
の
具
体
的
な
実
情
と
農
業
生
産
の
特
性
を
考
慮
し
て
水
利
化
を
優
先

さ
せ
る
方
針
を
堅
持
し
ま
し
た
。

わ
れ
わ
れ
は
全
大
衆
的
な
運
動
で
濯
蹴
工
事
と
治
山
治
水
工
事
を
大
々
的
に
行
な
い
、
農
業
生
産
で
重

要
な
意
義
を
も
っ
水
の
問
題
を
完
全
に
解
決
し
た
し
、
い
か
に
ひ
ど
い
自
然
気
候
の
条
件
の
も
と
で
も
洪
水
や
日
照
り
の
被
害
を
、
つ
け

ず
、
安
定
し
た
農
業
を
営
め
る
し
っ
か
り
し
た
土
台
を
き
ず
き
あ
げ
ま
し
た
。

て
の
農
村
に
電
気
が
入
り
、

わ
れ
わ
れ
は
こ
れ
と
同
時
に
、
農
業
に
お
け
る
電
化
、
機
械
化
、
化
学
化
を
力
強
く
お
し
進
め
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
わ
が
国
の
す
べ

わ
が
国
の
農
民
は
重
労
働
か
ら
解
放
さ
れ
、
農
業
を
ほ
と
ん
ど
機
械
と
化
学
の
力
で
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。

わ
れ
わ
れ
は
農
村
技
術
革
命
の
輝
か
し
い
成
果
を
土
台
に
し
て
、
わ
が
国
の
実
情
に
合
う
科
学
的
な
営
農
法
を
創
造
し
、
そ
れ
を
広
く

適
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
農
業
生
産
に
お
い
て
画
期
的
な
転
換
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

わ
が
国
で
創
造
さ
れ
た
新
し
い
常
農
法
は
現

在
、
わ
が
人
民
の
中
で
チ
了
ア
L

農
法
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
チ
ュ
チ
ェ
農
法
は
わ
が
国
の
気
候
風
土
や
農
作
物
の
生
物
学
的
特
性
に
合

う
よ
う
農
業
を
科
学
技
術
的
に
営
む
科
学
農
法
で
あ
り
、
現
代
科
学
技
術
に
も
と
づ
い
て
農
業
生
産
を
高
度
に
集
約
化
す
る
集
約
農
法
で



あ
り
ま
す
。

チ
ュ
チ
ェ
農
法
は
土
地
と
水
、
農
業
機
械
、
化
学
肥
料
を
は
じ
め
農
業
の
生
産
手
段
を
も
っ
と
も
効
果
的
に
利
用
し
て
単
位
当
た
り
の

収
穫
量
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
、
寒
冷
説
線
の
影
響
を
成
功
裏
に
防
い
で
、

つ
ね
に
高
く
て
安
定
し
た
収
穫
を
上
げ
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
最
近
、
わ
が
国
の
農
業
生
産
で
達
成
さ
れ
た
輝
か
し
い
成
呆
は
、
テ
ュ
チ
ェ
農
法
の
優
越
性
と
生
命
力
を
は
っ
き
り
と
証
明
し
ま
し

た

わ
が
党
の
独
創
的
な
路
線
と

E
確
な
指
導
、
党
の
路
線
を
貫
徹
す
る
た
め
の
わ
が
人
民
の
英
雄
的
な
た
た
か
い
に
よ
っ
て
、
わ
が
国
の

農
業
は
、
先
進
的
な
社
会
主
義
農
業
制
度
と
強
固
な
物
質
技
術
的
土
台
の
う
え
で
急
速
に
発
展
し
て
お
り
、
農
業
生
産
は
じ
つ
に
高
い
水

準
に
達
し
ま
し
た
。
わ
が
国
で
は
食
糧
問
題
が
は
や
く
か
ら
解
決
さ
れ
た
し
、
わ
が
国
は
食
糧
不
足
の
国
か
ら
食
糧
に
余
裕
の
あ
る
国
へ

と
か
わ
り
ま
し
た
。

わ
が
国
の
経
験
は
、
社
会
発
展
の
合
法
的
要
求
と
自
国
の
具
体
的
実
情
に
そ
く
し
た
正
確
な
路
線
と
方
針
を
う
ち
だ
し
、
自
力
更
生
の

原
則
で
人
民
大
衆
の
力
と
知
恵
を
動
員
し
て
そ
れ
を
貫
く
な
ら
ば
、
た
ち
遅
れ
た
国
に
お
い
て
も
い
く
ら
で
も
農
業
を
発
展
さ
せ
て
食
糧

を
自
給
自
足
し
う
る
し
、
農
村
問
題
を
り
っ
ぱ
に
解
決
で
き
る
と
い
う
こ
と
を
は
っ
き
り
と
示
し
て
い
ま
す
0

・:・

わ
が
人
民
は
自
国
の
革
命
と
建
設
を
り
っ
ぱ
に
行
な
う
ば
か
り
で
な
く
、
世
界
の
進
歩
的
人
民
の
共
同
偉
業
の
た
め
に
積
極
的
に
た
た

か
う
こ
と
を
神
聖
な
義
務
と
み
な
し
て
い
ま
す
。
わ
が
人
民
は
非
同
盟
諸
国
と
発
展
途
上
諸
国
の
食
糧
問
題
、
農
業
問
題
を
成
功
裏
に
解

決
す
る
た
め
に
可
能
な
す
べ
て
の
努
力
を
傾
け
る
で
あ
ろ
う
し
、
こ
の
分
野
で
自
己
に
課
せ
ら
れ
た
責
任
と
義
務
を
誠
実
に
履
行
す
る
で

あ
り
ま
し
ょ
う
。

わ
が
人
民
は
す
べ
て
の
新
興
勢
力
諸
国
人
民
間
の
団
結
と
協
力
を
強
化
し
、
非
同
盟
運
動
を
い
っ
そ
う
強
化
発
展
さ
せ
る
た
め
に
積
極

戦
後
ア
メ
リ
カ
農
業
と
日
本
の
米
価
問
題
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的
に
た
た
か
う
こ
と
で
あ
り
ま
し
ょ
う
」

各
国
代
表
は
共
和
国
農
業
の
発
展
に
つ
い
て
「
食
糧
問
題
の
世
界
的
エ
キ
ス
パ
ー
ト
」
と
高
く
評
価
し
た
の
は
当
然
で
あ
る
。

前
回
論
文
で
金
氏
は
「
第
三
世
界
は
こ
ん
に
ち
、
深
刻
な
食
糧
危
機
の
現
実
に
直
面
し
、
そ
の
解
決
の
途
を
模
索
し
つ
つ
き
び
し
い
努

力
、
闘
争
を
展
開
し
て
い
る
。

以
北
は
、
解
放
以
来
こ
ん
に
ち
に
い
た
る
ま
で
農
業
問
題
の
解
決
に
最
大
の
努
力
を
傾
注
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
久
し
い
以
前
か
ら

食
糧
の
自
給
を
完
全
に
達
成
し
、
穀
物
輸
出
能
力
ま
で
そ
な
え
る
に
い
た
っ
た
。

一
九
八
一
年
度
の
穀
物
生
産
は
、
九
五

O
万
を
超
え
る

豊
作
と
な
コ
た
と
伝
え
ら
れ
、
そ
れ
は
、
い
わ
ゆ
る
チ
ュ
チ
ェ
農
法
と
し
て
体
系
化
さ
れ
た
、
水
利
化
、
機
械
化
、
化
学
化
の
科
学
的
農

法
の
結
果
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

平
野
地
が
少
く
、
山
間
地
が
多
く
、
そ
れ
も
寒
冷
地
に
多
く
位
量
す
る
と
い
う
悪
条
件
の
も
と
で
も
、

一
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
り
平
均
七
ト

ン
の
米
収
種
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
世
界
的
水
準
の
生
産
力
を
誇
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
第
三
世
界
諸
国
が
提
起
し
て
い
る
食
糧
・
農

業
問
題
へ
の
具
体
的
解
答
を
一
不
す
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
」
(
九
九
ペ
ー
ジ
)
と
の
べ
て
い
る
が
た
し
か
に
現
在
共
和
田
凶
の

一
ヘ
タ
タ

ー
ル
当
り
の
米
穀
収
穫
量
は
七
・
二
ト
ン
(
モ
ミ
)
と
い
う
世
界
最
高
の
水
準
に
達
し
て
い
る
Q

F
A
O
が
公
表
し
た

一
九
人

0
年
度
の

統
計
で
も
、

一
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
り
の
米
穀
収
穫
量
(
精
米
〉
の
世
界
平
均
は
二
七
五
一
旬
で
、

ア
メ
リ
カ
が
四
九
三
主
旬
、

白
木
が
五

二
人
旬
、
ソ
連
が
四
一
二
七
旬
、
中
国
が
四
三
ハ
一
ニ
旬
、
韓
国
が
四
九
一
八
旬
と
な
っ
て
お
り
、
北
朝
鮮
は
六

0
0
0勾
で
世
界
の
最
高

と
な
っ
て
い
る
。

一
九
人

0
年
度
の
南
と
北
の
米
生
産
高
は
、
南
が
三
五
五
・
七
万
ト
ン
(
経
済
企
画
院
「
主
要
経
済
指
標
」
一
九
八
一
年
三
月
一
一
六
日
)
で

あ
っ
た
の
に
対
し
、
北
は
四
人

O
万
ト
ン

(
F
A
O
統
計
〉
で
あ
る
。



植
民
地
時
代
の
一
九
一
ニ

0
年
代
半
ば
の
米
生
産
の
南
と
北
の
比
率
は
七
四
・
六
対
二
五
・
四
で
ほ
ぼ
三
対
一
で
あ
り
、

一
九
六
九
年
か

ら
七
一
年
ま
で
の
平
均
生
産
高
で
も
南
の
五
五
七
・
四
ト
ン
に
対
し
て
北
は
二
三
九
・
二
万
ト
ン
(
と
も
に
F
A
O
統
計
)
で
あ
っ
た
こ
と

を
み
る
な
ら
、
北
の
農
業
生
産
発
展
の
素
晴
し
さ
が
わ
か
ろ
う
。

近
藤
康
男
教
授
は
「
平
壌
会
議
」
で
の
金
日
成
主
席
の
演
説
に
つ
い
て
「
金
日
成
主
席
の
演
説
の
論
旨
が
聴
く
者
に
迫
力
を
も
つ
の

は
、
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
が
、
金
日
成
主
席
に
率
い
ら
れ
て
食
糧
・
農
業
問
題
を
解
決
し
た
実
績
に
よ
っ
て
で
あ
る
。

一
九
六
四

年
の
『
社
会
主
義
農
村
テ

i
ゼ
』
に
お
い
て
金
日
成
主
席
が
工
業
の
力
が
増
し
、
国
の
自
立
的
な
経
済
的
基
礎
が
い
っ
そ
う
し
っ
か
り
し

た
ら
、
協
同
農
場
と
農
民
の
負
担
を
軽
く
し
、
か
れ
ら
に
も
っ
と
国
家
的
配
慮
を
す
る
た
め
に
と
言
っ
て
掲
げ
た
三
つ
の
対
策
|
|
農
業

現
物
税
廃
止
、
協
同
農
場
の
基
本
建
設
の
国
費
負
担
、
農
民
の
文
化
住
宅
の
国
費
建
設
|
|
は
今
や
完
全
に
実
現
し
て
い
る
、
そ
の
重
み

で
あ
る
」
(
「
乎
壌
食
糧
・
農
業
増
産
討
論
会
の
感
想
」
、
『
金
日
成
主
席
誕
生
七
O
周
年
記
念
研
究
論
文
集
」
、

チ
ュ
チ
ェ
思
想
国
際
研
究
所
、
一
九
八
二

年
四
月
十
五
日
、
一

O
九
ペ
ー
ジ
〉
と
述
べ
て
い
る
が
、
全
く
同
感
で
あ
る
の
は
、
朝
鮮
の
現
実
を
知
る
者
の
一
致
し
た
結
論
で
あ
ろ
う
。

一
人
で
も
多
く
の
社
会
科
学
者
が
北
朝
鮮
の
現
状
を
理
解
す
る
こ
と
は
、
ア
ジ
ア
の
平
和
に
と
っ
て
大
き
な
寄
与
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

戦
後
ア
メ
リ
カ
農
業
と
日
本
の
米
価
問
題

四




